
福島第一原子力発電所　プラント関連パラメータ

.

HVH2-16B HVH2-16B 　（TE-16-114F#1）：16.6℃

2.75m
(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

FPC ｽｷﾏｻｰｼﾞﾀﾝｸ
水位

4.53m　※４ 4.41m　※４ 2.60m 3.00m 2.50m

18.8℃
(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

使用済燃料
プール水温度

-℃　※４ -℃　※４ 16.9℃ 20.1℃ 20.1℃

号機
４号機 ５号機 ６号機

1月27日 2月24日 1月27日 2月24日 1月27日 2月24日

4.16m
(1/12 5:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

FPC ｽｷﾏｻｰｼﾞﾀﾝｸ
水位

2.79m　※5 3.85m 3.75m 3.00m 4.14m

(2/24 11:00 現在)

使用済燃料
プール水温度

19.5℃ ※5 23.3℃ 21.3℃ 22.2℃ 16.9℃ 17.6℃
(1/12 5:00 現在) (2/24 11:00 現在)

B系：1.09E-03Bq/c㎥ B系：ND(1.3E-01Bq/c㎥以下) B系：ND(1.3E-01Bq/c㎥以下) B系：ND(1.9E-01Bq/c㎥以下) B系：ND(1.9E-01Bq/c㎥以下)
(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在)

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

原子炉格納容器
放射能濃度
（Xe135)

A系：8.40E-04Bq/c㎥ A系：7.70E-04Bq/c㎥ A系：ND(1.4E-01Bq/c㎥以下) A系：ND(1.4E-01Bq/c㎥以下) A系：ND(2.0E-01Bq/c㎥以下) A系：ND(1.9E-01Bq/c㎥以下)
B系：1.11E-03Bq/c㎥

A系：0.07vol%
B系：0.00vol% B系：0.00vol% B系：0.03vol% B系：0.05vol% B系：0.08vol% B系：0.06vol%

原子炉格納容器
水素濃度　※3

A系：0.00vol% A系：0.00vol% A系：0.03vol% A系：0.06vol% A系：0.09vol%

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

RPV-A：8.37N㎥/h

 　　　（JP-B）：-N㎥/h h

RPV（RVH-B）：15.46N㎥/h RPV（RVH-B）：15.54N㎥/h RPV-B：6.68N㎥/h
窒素封入流量

※１

RPV（RVH-A）：-N㎥/h RPV（RVH-A）：-N㎥/h RPV-A：6.55N㎥/h RPV-A：6.80N㎥/h RPV-A：8.31N㎥/h

PCV：-N㎥/h　※２ PCV：-N㎥/h　※２

0.39kPa g
(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

原子炉格納容器
圧力

1.37kPa g 0.20kPa g 4.45kPa g 2.95kPa g 0.39kPa g

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

SUPPLY AIR D/W COOLER SUPPLY AIR D/W COOLER
　（TE-1625F）：14.4℃ 　（TE-1625F）：14.2℃

　（TE-16-114G#1）：17.9℃ 　（TE-16-114G#1）：18.5℃
　（TE-16-114F#1）：16.3℃

RETURN AIR DRYWELL COOLER
　（TE-1625A）：14.7℃ 　（TE-1625A）：14.2℃ 　（TE-16-114B）：18.4℃ 　（TE-16-114B）：19.4℃ 　（TE-16-114A）：18.7℃ 　（TE-16-114A）：18.8℃

原子炉格納容器
内温度

HVH-12A RETURN AIR HVH-12A RETURN AIR RETURN AIR DRYWELL COOLER RETURN AIR DRYWELL COOLER RETURN AIR DRYWELL COOLER

HVH-12A SUPPLY AIR HVH-12A SUPPLY AIR SUPPLY AIR D/W COOLER SUPPLY AIR D/W COOLER

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)
　（TE-263-69G2）：14.3℃ 　（TE-263-69G2）：14.2℃ 　（TE-2-3-69H1）：16.9℃ 　（TE-2-3-69H1）：16.5℃
VESSEL DOWN COMMER VESSEL DOWN COMMER 　（TE-2-3-69R）：16.5℃ 　（TE-2-3-69R）：18.1℃ BOTTOM HEAD BOTTOM HEAD

　（TE-2-3-69F1）：18.0℃
　（TE-263-69H1）：14.4℃ 　（TE-263-69H1）：14.2℃ RPV Temperature RPV Temperature VESSEL WALL ABOVE VESSEL WALL ABOVE

　（TE-263-69L1）：14.7℃  HEAD  HEAD SKIRT JOT SKIRT JOT
VESSEL ABOVE SKIRT JOINT VESSEL ABOVE SKIRT JOINT 　（TE-2-3-69H3）：17.9℃ 　（TE-2-3-69H3）：18.5℃ 　（TE-2-3-69F1）：18.4℃

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

原子炉圧力容器
底部温度

VESSEL BOTTOM HEAD VESSEL BOTTOM HEAD VESSEL WALL ABOVE BOTTOM VESSEL WALL ABOVE BOTTOM VESSEL BOTTOM ABOVE VESSEL BOTTOM ABOVE
　（TE-263-69L1）：14.5℃

給水系：1.4㎥/h
CS系：1.5㎥/h CS系：1.5㎥/h CS系：1.5㎥/h CS系：1.5㎥/h CS系：1.5㎥/h CS系：1.5㎥/h原子炉注水状況
給水系：1.5㎥/h 給水系：1.5㎥/h 給水系：1.5㎥/h 給水系：1.4㎥/h 給水系：1.4㎥/h

(1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在) (1/27 11:00 現在) (2/24 11:00 現在)

号機
1号機 ２号機 ３号機

1月27日 2月24日 1月27日 2月24日 1月27日 2月24日

RPV-B：6.96N㎥/h RPV-B：8.66N㎥/h
 　　　（JP-A）：15.28N㎥/h  　　　（JP-A）：15.29N㎥/h PCV：-N㎥/h　※２ PCV：-N㎥/h　※２ PCV：-N㎥/h　※２ PCV：-N㎥/h　※２

RPV-B：8.65N㎥/h

※注水冷却を継続することにより、１～３号機の原子炉圧力容器底部温度、格納容器気相部温度は、号機や温度計の位置によって異なるものの、至近１ヶ月において、

約15℃～約20℃で推移。
格納容器内圧力や格納容器からの放射性物質の放出量等のパラメータについては有意な変動はなく、冷却状態の異常や臨界等の兆候は確認されていない。
以上より、総合的に冷温停止状態を維持しており、原子炉が安定状態にあることを確認。

※1：使用状態の温度・圧力で流量補正した値を記載する
※2：窒素封入停止中
※3：指示値がマイナスの場合は0.00vol%と記載する。（水素濃度が極めて低い場合は、計器精度によりマイナス表示される場合があるため）
※4：4号機は使用済燃料の取り出しが完了しており、温度監視は不要。凍結防止運用のため一次系ポンプ運転(11/14～)

※5：1号SFP一次冷却系ポンプ（A）電動機取替により1号SFP一次冷却系ポンプを全停している為、測定不可。停止直前の値を記載（1/12～2/5)
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1号機 D/W雰囲気温度（8/1～2/24）

HVH戻り（12A）(実施計画監視対象) HVH戻り（12B）(実施計画監視対象)

HVH戻り（12C）(実施計画監視対象) HVH戻り（12D）(実施計画監視対象)

HVH戻り（12E）(実施計画監視対象) HVH供給（12A）(実施計画監視対象)

HVH供給（12B）(実施計画監視対象) HVH供給（12C）(実施計画監視対象)

HVH供給（12D）(実施計画監視対象) HVH供給（12E）(実施計画監視対象)

RPVベローシール（L） PCV温度計（T5）(実施計画監視対象)

PCV温度計（T7）(実施計画監視対象) PCV温度計（T1）（PCV内滞留水温度）

炉注水温度

＊：PCV温度計(T5,T7)は2017/5/12に実施計画
監視対象計器と判断
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温
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1号機 原子炉圧力容器まわり温度（8/1～2/24）

Vessel Downcomer(130°)(実施計画監視対象)

Vessel Downcomer(270°)(実施計画監視対象)

原子炉Skirt Joint上部(15°)(実施計画監視対象)

原子炉Skirt Joint上部(270°)(実施計画監視対象)

RPV下部ヘッド(15°)(実施計画監視対象)

RPV下部ヘッド(130°)(実施計画監視対象)

給水ノズル（N4B）

炉注水温度

１号機

315°

135°

原子炉ベロー
シール(L)

給水ノズル
(N4B)

12A
12B

12E

12C
12D

HVH
供給

12C
12B
12A

12E
12D

HVH
戻り

130°

15°

Vessel 
Downcomer

原子炉Skirt 
Joint上部

RPV下部
ヘッド

270°

※1 4/14～10/27 PCV内減圧(期間中大気圧の変動及びAWJ作業に伴い 一部の温度計のデータが変動)
※2 11/26～12/1 炉注水停止に伴いデータ変動
※3 2/8～2/12 デジタルレコーダー改造作業に伴い、一部温度計データ欠測

PCV
温度計

T7
T5
T1

※1

※1

※2

※3

※3

※2
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2号機 D/W雰囲気温度（8/1～2/24）

HVH戻り(16B)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16C)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16E)(実施計画監視対象)

HVH供給(16G1)(実施計画監視対象)

HVH供給(16H2)(実施計画監視対象)

HVH供給(16J1)(実施計画監視対象)

HVH供給(16K2)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-007)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-008)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-001)(PCV内滞留水温度)

炉注水温度

＊：PCV温度計(TE-16-007)，PCV温度計(TE-16-008)は
2014/7/17に実施計画監視対象計器と判断。

＊：2016/1/27より，監視対象計器をHVH供給(16H1，16K1)
から同一位置のHVH供給(16H2，16K2)に変更。
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2号機 原子炉圧力容器まわり温度（8/1～2/24)

RPV底部ヘッド上部(270°)(実施計画監視対象)

RPV温度計(TE-2-3-69R)(実施計画監視対象)

給水ノズル（N4B）

炉注水温度

＊：RPV温度計(TE-2-3-69R)は2015/4/23に
実施計画監視対象計器と判断。

２号機

315°

135°

0°

270°
RPV底部ヘ
ッド上部

16G1
16H2
16J1

HVH
供給16C

16B

HVH
戻り

給水ノズ
ル(N4B)

16K2

RPV温度計

16E

PCV
温度計

TE-16-008
TE-16-007
TE-16-001

180°

0°

※1 9/17 作業に伴い、データ変動

※2

※2

※1

※2 8/17～20 炉注水停止に伴いデータ変動

※3

※3 11/10～ PCV内部調査及び試験的取り出しの準備作業に伴い一部の温度計（TE-16-001,007,008）
のデータが欠測
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3号機 D/W雰囲気温度（8/1～2/24)

HVH戻り(16A)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16B)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16C)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16D)(実施計画監視対象)

HVH戻り(16E)(実施計画監視対象)

HVH供給(16F1)(実施計画監視対象)

HVH供給(16G1)(実施計画監視対象)

HVH供給(16H1)(実施計画監視対象)

HVH供給(16J2)(実施計画監視対象)

HVH供給(16K1)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-002)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-004)(実施計画監視対象)

PCV温度計(TE-16-001)(PCV内滞留水温度)

RPVベローシール(L)

炉注水温度

＊：PCV温度計（TE-16-002,004）は2017/8/30に実施計画
監視対象計器と判断
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3号機 原子炉圧力容器まわり温度（8/1～2/24）

RPV底部ヘッド上部(0°)(実施計画監視対象)

RPV底部ヘッド上部(135°)(実施計画監視対象)

RPV底部ヘッド上部(270°)(実施計画監視対象)

スカートジャンクション上部(0°)(実施計画監視対象)

スカートジャンクション上部(135°)(実施計画監視対象)

スカートジャンクション上部(270°)(実施計画監視対象)

給水ノズル（N4B）

炉注水温度

３号機

315°

135°

135°

0°

270°

原子炉ベロー
シール(L)

給水ノズル
(N4B)

RPV底部ヘ
ッド上部

スカートジャン
クション上部

16F1

16G1

16K1

16H1
16J2

HVH
供給

16C
16B
16A

16E
16D

HVH
戻り

PCV
温度計

TE-16-004

TE-16-002

TE-16-001

※1 8/31 計器点検に伴う変動

※1

※1



滞留水の貯蔵状況（2月18日時点） 東京電力ホールディングス株式会社

2021年2月25日

2223
460
19
0

仮設ＲＨＲＳ Ｐ’Ｐ

恒設受変電設備

Ａエリア

H9

Ｆエリア

Ｆエリア

Bエリア

Ｈ7

バッファタンク
炉注水量(目標値)

1号機： 72m3/日

2号機： 72m3/日

3号機： 72m3/日

炉注水ポンプ

①建屋内滞留水水位及び貯蔵量
④廃棄物発生量①建屋内滞留水水位及び貯蔵量

・建屋内滞留水水位は運転上の制限を満足

②１～４号機タンク貯蔵量
・淡水化装置による処理により，RO処理水(淡水)及び濃縮塩水の貯蔵量は変動あり
・蒸発濃縮装置は全台停止中

③５，６号機滞留水貯蔵量
・構内散水によりＦエリアタンク貯蔵量は変動あり

④廃棄物発生量

・除染装置停止中のため，廃スラッジ貯蔵量は変動なし

滞留水の貯蔵及び処理の状況概略

③５，６号機タンク貯蔵量

無線局舎

Ｈ8

地下貯水槽

地下貯水槽地下貯水槽

ⅲ

ⅱ

ⅵ
ⅶ

ⅰ

ⅳ水量:15890/17400[m3]※2,3

水量:約1269303/1396700[m3]※2,3

タンク貯蔵量合計（②＋③）

セシウム吸着塔

一時保管施設

多核種除去設備

Ｈ6

CST

ノッチタンク群

保管量:421/700[m3]※3

建屋内貯蔵量
＋
１～４号機タンク貯蔵量
（①＋②）

水量:約1269093[m3]

+3418[m3/4週]
※5

-536[m3/4週]/±0[m3/4週]

+3360[m3/4週]/±0[m3/4週]

(合計):-10[m3/4週]

(合計):+360[m3/4週]

-413[m3/週]/±0[m3/週]

-389[m3/週]/±0[m3/週]

(合計):±0[m3/週]

(合計):+640[m3/週]

+1499[m3/週]

処理水移送
ポンプ

(合計):-828[m3/4週] (合計):+835[m3/週]

G7

J1

淡水化

91%

79%

60%

増設多核種除去

設備

淡水化

J5

水量:約6161/12000[m3] 水量:約300/2100[m3]※2,3

保管量:約9311/10300[m3]

※2,3

②１～４号機タンク貯蔵量

水量:約1225322/1335600[m3]
※2,3,4,6

水量:約1253413/1379300[m3]※2,3,4

+65[m3/4週]/±0[m3/4週] +2[m3/4週]/±0[m3/4週] +2174[m3/4週]/±0[m3/4週] +3896[m3/4週]/±0[m3/4週]
-425[m3/週]/±0[m3/週] +2[m3/週]/±0[m3/週] +331[m3/週]/±0[m3/週] +24[m3/週]/±0[m3/週]

90%

91%

②-c 処理水
（多核種除去設備等処理済水）

水量:約21638/29600[m3]

+1655[m3/4週]/±0[m3/4週]
+116[m3/週]/±0[m3/週]

②-d Sr処理水等

１～４号機タンク総容量

Fエリアタンク

タンク総容量 Dエリア J6

K1北

地下貯水槽

②-a RO処理水（淡水）

②-b 濃縮塩水（残水）

②-c 処理水（多核種除去設備等処理水）

②-d Sr処理水等

タンク解体・建設中エリア

水処理二次廃棄物（既設）

水処理二次廃棄物（追設予定）

循環注水ルート（実線：主に使用するルート）

ろ過水注水ルート

※2,3

J4

J3

J2

濃縮廃液

廃スラッジ

使用済ベッセル

②-b濃縮塩水（残水）

水位計0%以上の水量:約200[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約100[m3]

水位計0%以上の水量:6061[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約100[m3]

水位計0%以上の水量:1223122[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約2200[m3]

水位計0%以上の水量:21438[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約200[m3]

水位計0%以上の水量:1250789[m3]

タンク底部～水位計0%の水量（DS）:約2624[m3]

施設 T/B建屋内水位

1号機 約1,110 m
3

-※7

2号機 約1,830 m3
-

※7

3号機 約1,880 m3
-

※7

4号機 約20 m
3

-
※7

合　計 約4,840 m3

貯蔵量

約4,670 m3

約3,680 m
3

約8,350 m
3

貯蔵量 水位

Ｔ.P.-677

Ｔ.P.796

貯蔵施設

プロセス主建屋

高温焼却炉建屋

合　計

766 m3
1,200 m3

1,724 m3
3,100 m3

貯蔵量 貯蔵容量

廃液供給タンク

SPT(B)

J7

高性能多核種除

去設備

J8

Ｈ1

K3 K4

J9

淡水化装置

廃スラッジ貯蔵施設

セシウム吸着塔

仮保管施設

※3

水位計0%以上の保管量:9211[m3]

タンク底部～水位計0%の保管量（DS）:約100[m3]

73%

92%

14%
51%

0.80  11.03 

0.18 

0.58 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130

②‐d
②‐c
②‐b
②‐a

[万m3]

②-a RO処理水（淡水）

Eエリア

滞留水処理設備制御室

セシウム吸着塔

一時保管施設

セシウム吸着塔

一時保管施設

保管量:5041/6372体

Ｈ2

G1南

Ｈ4北

B南

G4

G3

Ｈ4南

※8

※1 

91%

※1 第二セシウム吸着装置使用済ベッセル及び多核種除去設備の保

管容器、処理カラム及びモバイル式処理装置使用済ベッセルを含む

※2 装置稼動中につき水位が静定しないため参考扱い

※3 貯蔵容量は運用上の上限を示す（タンクの貯蔵容量は10の位を

切り捨てして表記。端数処理上、水量の総和と異なる場合がある）

※4 多核種除去設備等（ホット試験中）の処理済水を貯蔵するが、タン

クの運用状況に応じて淡水や濃縮塩水を貯蔵

※5 ｳｪﾙﾎﾟｲﾝﾄ・地下水ﾄﾞﾚﾝ(約30m3/週)、共用プールから高温焼却炉

建屋への移送量(約30m3/週)、その他移送量(約220m3/週)の合計

270m3/週を含む

(端数処理上、各移送量の総和と異なる場合がある)

※6 放射性物質濃度が高い多核種除去設備B系出口水を含む

※7 1～4号機T/Bは水抜きが完了しているため、水位を「-」表記

※8 フランジ型タンクに貯蔵するSr処理水の処理完了（2018/11/17）

フランジ型タンクに貯蔵する多核種除去設備等処理済水の移送

完了(2019/3/27)。引き続き、残水処理を進める観点から、以後、

フランジ型タンクのタンク底部～水位計0％の水量(DS)は水位計

0％以上の水量に含める

地下貯水槽

※8

Ｈ5

Ｃエリア

H3

G5

G6

K2

G1エリア

K1南



滞留水の貯蔵状況（2月18日時点） 東京電力ホールディングス株式会社
2021年2月25日

 

定格処理量
[m3/週]注2) [m3/4週] [m3/日]

306 2,048 750以上
0 0 750以上
0 19 500以上
0 0 50

306 2,067

多核種除去設備等の稼働状況
設備 期間処理水注1,4)

既設多核種除去設備
増設多核種除去設備

高性能多核種除去設備
高性能　検証試験装置

合計

滞留水の貯蔵状況の推移
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建屋内滞留水貯蔵量（①）

Sr処理水等（②-d）

処理水（②-c）

濃縮塩水（②-b）

RO処理水(淡水)（②-a）

建屋への地下水・雨水等流入量

貯蔵量（①+②+※）増加量

降水量

滞
留
水
貯
蔵
量

平
均
の
日
増
加
量
／
降
水
量

万m3

m3/日
mm/週

滞留水貯蔵量の推移
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Sr処理水等[②-d]

処理水[②-c]

濃縮塩水[②-b]

建屋内滞留水[①]

処理水([②-c])増加量

Sr処理水等([②-d])増減量
建
屋
内
滞
留
水
・
処
理
水
タ
ン
ク
貯
蔵
量

万m3 建屋内滞留水、濃縮塩水及び処理水、Sr処理水等の推移

週
増
減
量

m3/週

①：建屋内滞留水貯蔵量（１～４号機、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋、廃液供給タンク、SPT(B))

＊1

＊1

＊1
＊1

＊2

＊1

＊1

＊1

前回事務局会議以降の 増加量
1/21 ～ 1/28 ： 約20m3/日

1/28 ～ 2/4 ： 約90m3/日

2/4    ～ 2/11 ： 約80m3/日

2/11  ～ 2/18 ： 約130m3/日

＊1：水位計0%以上の水量

＊2：貯蔵量増加量の精度向上として、2017/2/9より算出方法を以下の通り見直し。(2018/3/1見直し実施)

［（建屋への地下水・雨水等流入量）+（その他移送量）+（ALPS薬液注入量）

＊3：2018/12/13より浪江地点の降水量から1F構内の降水量に変更。

＊4：建屋内滞留水の水位低下の影響で、評価上、建屋への地下水・雨水等流入量が一時的に変動したものと推定。(2020/3/18,5/7～14,6/11～18,7/16～23,8/20～27,9/3～10,9/17～24,10/1～8,11/12-19,2021/2/4～2/11)

②：１～４号機タンク貯蔵量（〔②-aRO処理水(淡水)〕＋〔②-b濃縮塩水〕＋〔②-c処理水〕＋〔②-dSr処理水等〕）

※：タンク底部から水位計0%までの水量（DS）

＊4 ＊4

＊4

＊4
＊4

＊4

＊4 ＊4 ＊4

＊4

注1）処理量は全て出口積算流量計から算出しており、薬液注入量を含む。

注2）処理量の内訳はＲＯ濃縮塩水処理量0m3、Sr処理水処理量296m3、処理水処理量0m3、

薬液注入量他10m3注3）。

注3）処理水を用いて粉体を溶かし生成している薬液量（7m3）を含む。

注4）処理水増加量を基にした算出方法から、設備の出口積算流量計を基にした算出方法に、

2020年11月26日より見直し。



滞留水の貯蔵状況の推移（長期グラフ）
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建屋内滞留水貯蔵量（①）

Sr処理水等（②-d）

処理水（②-c）

濃縮塩水（②-b）

RO処理水(淡水)（②-a）

建屋への地下水・雨水等流入量

貯蔵量（①+②+※）増加量

貯蔵量増加量年平均

降水量

滞
留
水
貯
蔵
量

平
均
の
日
増
加
量
／
降
水
量

万m3 m3/日

mm/週

①：建屋内滞留水貯蔵量（１～４号機、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋、廃液供給タンク、SPT(B))

②：１～４号機タンク貯蔵量

（〔②-aRO処理水(淡水)〕＋〔②-b濃縮塩水〕＋〔②-c処理水〕＋〔②-dSr処理水等〕）

※：タンク底部から水位計0%までの水量（DS）

＊1

＊1

＊1

＊2

＊1

地下水バイパス稼働

(2014年5月～）

海側遮水壁閉合完了

(～2015年10月）

サブドレン稼働開始

(2015年9月～）
陸側遮水壁凍結開始

(2016年3月～）

深部の一部を除き

陸側遮水壁完成と評価＊4

(～2018年3月）

＊3

＊1：水位計0%以上の水量

＊2：貯蔵量増加量の精度向上として、2017/2/9より算出方法を以下の通り見直し。(2018/3/1見直し実施)

［（建屋への地下水・雨水等流入量）+（その他移送量）+（ALPS薬液注入量）

＊3：2018/12/6まで浪江地点の降水量を使用していたが、2018/12/13より1F構内の降水量に変更

＊4：深部未凍結箇所3箇所については、2018年9月までに凍結完了

陸側遮水壁（海側）

凍結完了

(～2016年10月）

約140m3/日
約180m3/日約170m3/日

約220m3/日

約400m3/日

約490m3/日
約470m3/日



東京電力ホールディングス株式会社

2021年2月25日

各エリア別タンク一覧
（2021年2月18日　現在）

※下線部は前回事務局会議資料からの変更点

堰エリア 基数
１基あたり
容量（公称）
〔ｍ３〕

タンク型 貯蔵水 備　　考

Ｂ 10 1330 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

27 700 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

Ｂ南 7 1330 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

Ｄ 19 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） Ｓｒ処理水等（Ｃ） １２基アウトオブサービス

12 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） RO処理水(淡水) Ｓｒ処理水等より再利用

Ｅ 2 1000 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） 濃縮塩水 残水処理中

Ｇ１ 66 1356 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｇ１南 8 1160 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

15 1330 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｇ３東 24 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｇ３西 37 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｓｒ処理水等より再利用

2 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） Ｓｒ処理水等（Ｃ、Ｒ） 多核種除去設備処理済水に再利用
16基アウトオブサービス

Ｇ３北 6 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｓｒ処理水等より再利用

Ｇ４南 26 1356 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｇ６ 38 1330 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｇ７ 10 700 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｈ１ 63 1220 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設･増設・高性能）

Ｈ１東 24 1220 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ２ 44 2400 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ３ 10 1356 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｈ４北 35 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ４南 13 1060 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

38 1140 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ５ 32 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

Ｈ６（Ⅰ） 11 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ６（Ⅱ） 24 1356 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｈ８北 5 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） Ｓｒ処理水等（Ｃ）

Ｈ８南 8 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水

Ｓｒ処理水等より再利用

3 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） Ｓｒ処理水等（Ｒ） 多核種除去設備処理済水に再利用
8基アウトオブサービス

Ｊ１ 98 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｓｒ処理水等より再利用

2 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水
（高性能検証試験装置）



堰エリア 基数
１基あたり
容量（公称）
〔ｍ３〕

タンク型 貯蔵水 備　　考

Ｊ２ 42 2400 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｊ３ 22 2400 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設･増設・高性能）

Ｊ４ 30 2900 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設･増設・高性能）

5 1160 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｊ５ 35 1235 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｊ６ 38 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｊ７ 42 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設･増設・高性能）

Ｊ８ 9 700 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｊ９ 12 700 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

Ｋ１北 12 1200 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（高性能）

Ｋ１南 10 1160 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

記載の適正化
'Ｓｒ処理水等より再利用

Ｋ２ 28 1057 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設）

Ｓｒ処理水等より再利用

Ｋ３ 12 700 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

Ｋ４ 35 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（既設・増設）

多核種除去設
備

4 1100 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） 多核種除去設備
処理済水（既設）

高性能多核種
除去設備

3 1235 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（高性能）

増設多核種除
去設備

3 1235 鋼製円筒型タンク（溶接） 多核種除去設備
処理済水（増設）

合計 1061 Ｓｒ処理水等内訳 Ｃ：セシウム吸着装置等、Ｒ：ＲＯ濃縮水処理設備

D 10 1000 鋼製円筒型タンク（溶接） 濃縮廃液

H２ 3 100 鋼製横置きタンク（溶接） 濃縮廃液

合計 13

基数
１基あたり
容量（公称）
〔ｍ３〕

タンク型 貯蔵水 備　　考

Ｆ２ 6 35 鋼製角型タンク（溶接） ５，６号機滞留水 Ａタンク

6 42 鋼製角型タンク（溶接） ５，６号機滞留水 Ａタンク

4 110 鋼製角型タンク（溶接＋フランジ接合） ５，６号機滞留水 Bタンク

5 160 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） ５，６号機滞留水 Ｃタンク

2 200 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） ５，６号機滞留水 Ｃタンク

Ｆ１ 3 299 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） ５，６号機滞留水 ｈｉｊタンク

18 508 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） ５，６号機滞留水 ｈｉｊタンク

5 1100 鋼製円筒型タンク（溶接） ５，６号機滞留水 Ｋタンク

1 1160 鋼製円筒型タンク（溶接） ５，６号機滞留水 Ｎタンク

H４北 0 1100 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） 水抜き終了につきアウトオブサービス

合計 50

Ｈ３ 9 1000 鋼製円筒型タンク（フランジ接合） 地下水



汚染水等構内溜まり水の状況（2021.2.18時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク総点検より抜粋・改訂

Ｎｏ． 箇所 対象 場所 量（ｍ
３
） 放射性物質濃度[Bq/L] 備考

1-1 ２号機大物搬入口屋上 ・２号機大物搬入口屋上
建屋エリアに存在
する建屋

降雨量により変動

【2階】
Cs134：<1.0E1
Cs137：2.1E1
全β：  2.6E1

H3：1.0E2
（2015.11.2）

【1階】
Cs134：1.1E1
Cs137：4.0E1
全β：4.1E1
H3：1.1E2
(2015.11.2)

1-2 ２号機Ｒ／Ｂ ２号機Ｒ／Ｂ
建屋エリアに存在
する建屋

降雨量により変動

【上屋】
Cs134：200～340
Cs137：650～1100
全β：920～1900

Sr90：10～20
H3：ND（<100）
（2015.1.16)

2 5,6号機貯留タンク（フランジタンク） ・5,6号機貯留タンク（フランジタンク） ６号機北側
約10,400

（2020.12時点）

Cs134：
Cs137：

2.0E0
5.5E1

(2020.12.10)

2.3E0
5.2E1

(2021.1.15)

5・6号建屋滞留水・RO処
理水を貯留
（5・6号機建屋滞留水処
理設備として運用中のた
め、量は変動する）

3 5,6号機貯留タンク(溶接タンク) ・5,6号機貯留タンク(溶接タンク) ６号機北側
約6,000

（2020.12時点）

Cs134：
Cs137：

7.7
4.3E1

(2016.10.3)
5・6号建屋滞留水を貯留

4-1 吸着塔一時保管施設（HIC）
・吸着塔一時保管施設（第二施設、第
三施設）

・吸着塔一時保管
施設（第二施設、
第三施設）

0
（ボックスカルバート内の水
は拭き取り実施済み、HIC
内上澄み水水抜き実施済

み）
(2018.9）

－ 水抜き済

4-2 吸着塔一時保管施設
水処理二次廃棄物
（SARRY、KURION、ALPS処理カラム、
モバイル式処理装置）

吸着塔一時保管施
設（第一施設、第
四施設）

1程度（1基あたり）
Cs137：2.0E3～1.6E7
Sr90：5.3E3～4.3E7
（2017.2～2017.3）

5
No.1ろ過水タンク
（RO濃縮塩水／溶接タンク)

・No.1ろ過水タンク
（RO濃縮塩水／溶接タンク)

屋外（タンクエリア）
0

(2015年8月水抜き完了)
－

過去、ＲＯ濃縮水を貯留
現在は水抜き済

6
4000ｔノッチタンク
（角型タンク）

・4000ｔノッチタンク タンクエリア
0

(2018.5.7時点)

【3000tノッチタンク】
撤去済

【1000tノッチタンク】
水抜き済

水抜き済

7
濃縮水タンク
（蒸発濃縮装置濃廃水）

蒸発濃縮装置濃縮水用ノッチタンク
（スラリー/濃縮水）

タンクエリア
（Cエリア）

約65※1
(2019.2.1時点)

【蒸発濃縮装置濃廃水】
Cs134：1.7E4
Cs137：2.5E4
全β：4.7E8
(2011.12.20)

蒸発濃縮装置濃縮水を
貯留

※1：全５タンクの水量を
実測して算出

8
淡水貯留タンク
（G1エリア地下タンク）

・淡水貯留タンク
（横置きタンク）

タンクエリア
－

(2017.8時点)
－ 撤去済

・５号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁
ピット

５号機スクリーン近
傍

約550
Cs134：ND

Cs137：3.4E0
（2016.10.5）

・６号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁
ピット

６号機スクリーン近
傍

約850
Cs134：ND

Cs137：3.7E0
（2016.10.5）

・５号機逆洗弁ピット
５号タービン建屋海
側

約1,500
Cs134：3.0E0
Cs137：1.9E1
（2016.10.3）

・６号機逆洗弁ピット
６号タービン建屋海
側

約1,500
Cs134：1.5E0
Cs137：1.1E1
(2016.10.3)

9
５，６号機逆洗弁ピット及び吐出弁
ピット

(1/5)



汚染水等構内溜まり水の状況（2021.2.18時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク総点検より抜粋・改訂

Ｎｏ． 箇所 対象 場所 量（ｍ
３
） 放射性物質濃度[Bq/L] 備考

【１号機T/B上屋】

Cs134：
Cs137：

全β：

ND
3.6E1

(2020.10.12)

4.4E1
(2020.7.29)

2,2E1
5.5E2

(2021.1.14)

【２号機T/B上屋】

Cs134：
Cs137：

全β：

ND
4.7E1

(2020.10.12)

8.9E0
(2020.7.29)

7.3E0
1.8E2

(2021.1.14)

11
１号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

・１号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア）
約740

(2016.10.26)

Cs134：2.9E+4
Cs137：1.9E+5
全β：   2.2E+5

(2016.11.7)

RO処理水を貯留

【CST入口水（淡水化装置出口水）】

H3：
Sr90：

3.8E5
ND
(2020.11.24)

【2号CSTタンク貯留水】

Cs134：
Cs137：

全β：

1.6E+02
1.7E+03
(2018.12.14）

1.5E+03
(2018.12.19）

【3号CSTタンク貯留水】

Cs134：
Cs137：
全β：
H3：

1.9E+2
3.5E+3
6.3E+3
7.5E+5
（2020.7.16）

14
４号CSTタンク
（溶接タンク）

４号CSTタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア） 0 － 水抜き済

【RO濃縮水貯水実績あり】
全β：1.3E6
(2018.9.12)

　
(参考：漏えい検知孔水）

 全β：

H3：

8.1E3

(2020.12.8)
ND

(2019.9.4)

2.1E3
(2021.2.15)

【RO濃縮水貯水実績あり】
全β：3.1E6
 (2018.9.12)

（参考：漏えい検知孔水）

全β：

H3：

1.0E4
(2020.12.9)

ND
(2019.9.4)

2.9E4
(2021.2.10)

【RO濃縮水貯水実績あり】
全β：3.2E6
(2018.9.11)

　
（参考：漏えい検知孔水）

全β：

H3：

4.2E3
(2020.12.11)

ND
(2019.9.5)

4.4E4
(2021.2.12)

18 地下貯水槽 地下貯水槽Ｎｏ．４ タンクエリア －
【タンク堰内雨水貯水実績あり】

全β： 2.8E4
 (2018.9.12)

水位計の計測限界水深
未満（一部残水あり）
（2018.9.26時点）

19 地下貯水槽 地下貯水槽Ｎｏ．５ タンクエリア 撤去完了
【使用実績なし（水張試験のみ）】

－
撤去済

20 地下貯水槽 地下貯水槽Ｎｏ．６ タンクエリア －

【RO濃縮水貯水実績あり】
全β：7.8E6
(2018.9.11)

　
（参考：漏えい検知孔水）

全β：4.5E1
(2019.9.5)
H3： ND

(2019.9.5)

水位計の計測限界水深
未満（一部残水あり）
（2018.9.26時点）

・2号機T／Ｂ
建屋エリアに存在

する建屋
降雨量により変動

建屋エリアに存在
する建屋

降雨量により変動・1号機T／Ｂ

地下貯水槽Ｎｏ．３ タンクエリア －
水位計の計測限界水深

未満（一部残水あり）
（2018.9.26時点）

17 地下貯水槽

水位計の計測限界水深
未満（一部残水あり）

（2018.9.26時点）

水位計の計測限界水深
未満（一部残水あり）

（2018.9.26時点）

12
２号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

・２号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア）
約1,850

(2020.3.19)

2020.3.18より炉注水源と
しての運用開始

（1～3号機CST炉注水ポ
ンプ水源として運用中の

ため、量は変動する）

・３号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア）
約1,800

(2020.1.16)

RO処理水を貯留
（1～3号機CST炉注水ポ
ンプ水源として運用中の

ため、量は変動する）

地下貯水槽Ｎｏ．２ タンクエリア －

10 １～４号機Ｔ／Ｂ屋根

13
３号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

16 地下貯水槽

15 地下貯水槽 地下貯水槽Ｎｏ．１ タンクエリア －

(2/5)



汚染水等構内溜まり水の状況（2021.2.18時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク総点検より抜粋・改訂

Ｎｏ． 箇所 対象 場所 量（ｍ
３
） 放射性物質濃度[Bq/L] 備考

21 地下貯水槽 地下貯水槽Ｎｏ．７ タンクエリア －
【タンク堰内雨水貯水実績あり】

全β：1.5E2
(2018.9.12)

水位計の計測限界水深
未満（一部残水あり）
（2018.9.26時点）

22 1-4号建屋接続トレンチ

・１号機コントロールケーブルダクト
・集中環境施設廃棄物系共通配管ダ
クト（２号機廃棄物系共通配管ダクト）
・１号機薬品タンク連絡ダクト　等

１～4号機周辺
約1～170
(2019.12)

Cs134：ND～4.2E2
Cs137：2.5E2～6.9E3
全β：　2.2E2～3.4E3
H3：　　　ND～3.5E3

(2019.12)

量及び放射性物質濃度
の内訳は添付資料(1)
「2019年度トレンチ等内
溜まり水調査結果一覧」
を参照

23 ２～４号機DG連絡ダクト ・２～４号機DG連絡ダクト ２～４号機山側
約1,600
(2019.12)

Cs134：
Cs137：
全β：
H3：

ND
8.7E1
1.0E2
ND

(2020.12.18)

24-1 １号機海水配管トレンチ ・１号機海水配管トレンチ
１号機タービン建屋
海側

約400
(2019.12)

Cs134：
Cs137：
全β：

ND
6.2E1
9.3E1

(2019.12.20)

ND
4.8E1
7.3E1

(2020.12.21)

24-2 ２号機海水配管トレンチ ・２号機海水配管トレンチ
２号機タービン建屋
海側

0
（2019.8.2時点）

－
水抜き・充填済
（建屋接続部近傍を含
む）

25-1 ３号機海水配管トレンチ ・３号機海水配管トレンチ
３号機タービン建屋
海側

0
(注)

（2015.7.30時点）

（注）立抗D上部に水が無いことを
確認(2019.12.2時点)

－

充填済
（立抗D上部を除く）

立抗D上部充填作業一時
中断中

25-2 ４号機海水配管トレンチ ・４号機海水配管トレンチ
４号機タービン建屋
海側

　0
（注）

(2015.12)

（注）建屋接続部及び建屋接続部近
傍の開口部に水が無いことを確認

(2019.9.27時点)

　－

充填済
（建屋接続部近傍及び建
屋接続部近傍の開口部
を含む）

26 ３号機起動用変圧器ケーブルダクト ・３号機起動用変圧器ケーブルダクト ３号機山側
約830

(2019.12)

Cs134：4.8E1
Cs137：4.0E2
全β：　4.4E2
H3：     ND
(2017.10)

27 廃棄物処理建屋間連絡ダクト ・廃棄物処理建屋間連絡ダクト
プロセス主建屋北
側

充填完了 充填済

28 1-4号建屋未接続トレンチ

・２号機変圧器防災用トレンチ
・消火配管トレンチ（３号機東側）
・１号機主変圧器ケーブルダクト
・１号機廃液サージタンク連絡ダクト
・１号機オフガス配管ダクト　等

１-4号機周辺
約1～830
(2018.12)

Cs134：ND～2.3E1
Cs137：7.0E0～2.7E2
全β：5.4E1～7.2E2

H3：ND～1.7E3
(2018.11～2019.1)

量及び放射性物質濃度
の内訳は添付資料(2)
「2018年度トレンチ等内
溜まり水調査結果一覧」
を参照

29
１～４号機サブドレンピット
No.15,16(未復旧ピット)

・サブドレンピットNo.15,16
１～４号機周辺
「未復旧」

約20

【№16】
Cs134：
Cs137：
全β：
H-3：

5.7E3
1.3E5
1.5E5
3.1E2

(2020.11.20)

5.2E3
1.3E5
1.6E5
1.3E2

(2021.1.13)

30
その他１～４号機サブドレン（ディー
プウェル含む）（未復旧ピット）

・1号機～4号機サブドレン
１～４号機周辺
「未復旧」

約15/ピット

【No.47,48】
Cs134：ND～3.9E1

Cs137：4.8E1～9.6E1
全β：7.9E1～2.8E2

H-3：ND
(2014.11.10)

(3/5)



汚染水等構内溜まり水の状況（2021.2.18時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク総点検より抜粋・改訂

Ｎｏ． 箇所 対象 場所 量（ｍ
３
） 放射性物質濃度[Bq/L] 備考

・1号機逆洗弁ピット
１号タービン建屋海
側

0
(2020.6.30)

－ 水抜き・充填済

・2号機逆洗弁ピット
２号タービン建屋海
側

0
(2020.8.27)

－ 水抜き・充填済

・3号機逆洗弁ピット
３号タービン建屋海
側

0
(2019.3.28)

－ 水抜き・充填済

・4号機逆洗弁ピット
４号タービン建屋海
側

約1,400
(2018.12.12)

Cs134：
Cs137：
全β：
H3：

5.0E1
1.0E3
1.1E3
ND

(2020.11.13)

水抜き実施中

・１号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁
ピット

１号タービン建屋海
側

0
（2015.11）

－ 水抜き・充填済

・４号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁
ピット

４号タービン建屋海
側

0
（2015.10）

－ 水抜き・充填済

【放水路上流側立坑】

Cs134：
Cs137：
全β　：
H 3　　：

1.5E2
2.9E3
3.5E3
1.4E2

(2021.1.11)

1.7E2
3.3E3
4.1E3
1.7E2

(2021.2.15)

【放水路上流側立坑】

Cs134：
Cs137：
全β　：
H 3　　：

3.2E1
7.1E2
9.4E2
ND

(2021.1.11)

3.7E1
7.1E2
9.7E2
ND

(2021.2.15)

34
3号機放水路
（出口を閉塞済）

・3号機放水路
（出口を閉塞済）

３－４号機タービン
建屋海側

約1,600
(2018.12.17)

Cs134：
Cs137：
全β　：
H 3　　：

1.5E1
4.3E2
5.2E2
1.2E2

(2020.12.9)

2.5E1
5.1E2
5.3E2
1.5E2

(2021.1.6)

35 キャスク保管建屋 ・キャスク保管建屋 物揚場　西側 約4,500

Cs134：7.2
Cs137：23
I-131：<4.3
Co-60：<4.2

全γ放射能：3.1E1
（2014.5.23）

36
５号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

・５号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア）
約1,040

(2020.9.10)

Cs134：
Cs137：
Co60：

ND
ND

2.3E2
(2020.12.10)

ND
ND

2.2E2
(2021.1.14)

プラント保有水を貯留
（プラント系統として運用
中のため量は変動する）

37
６号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

・６号ＣＳＴタンク
（溶接タンク）

屋外（建屋エリア）
約1,630

(2020.9.10)

Cs134：
Cs137：
Co60：

ND
ND
ND

(2020.12.11)

ND
ND
ND

(2021.1.15)

プラント保有水を貯留
（プラント系統として運用
中のため量は変動する）

38 5/6号他　トレンチ

・５号機海水配管トレンチ
・５・６号機ストームドレン配管トレンチ
・５号機重油配管トレンチ（東側）
・５号機放射性流体用配管ダクト
・５号機主変圧器ケーブルダクト　等

５～６号機周辺
約1～1,900

(2015.10～2016.1)

Cs134：ND～2.2E2
Cs137：ND～9.9E2
(2015.10～2016.1)

39 ５，６号機サブドレン ・5,6号機サブドレンピット
５～６号機周辺
※「復旧対象」

約15/ピット

Cs134：
Cs137：
全β：
H-3：

Cs134：
Cs137：
全β：
H-3：

ND
ND～3.5
ND～4.8
ND～140

（採水期間：2017.10～2018.3）

＜各ピット混合水＞
ND

4.3E-1
ND

4.0E0
（2020.1.28）

33
2号機放水路
（出口を閉塞済）

・2号機放水路
（出口を閉塞済）

２－４号機タービン
建屋海側

約3,600
(2018.12.14)

32
1号機放水路
（出口を閉塞済）

・1号機放水路
（出口を閉塞済）

１～４号タービン建
屋海側

約4,200
(2018.12.17)

31-1 1～4号機逆洗弁ピット

31-2 1・4号機吐出弁ピット

(4/5)



汚染水等構内溜まり水の状況（2021.2.18時点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リスク総点検より抜粋・改訂

Ｎｏ． 箇所 対象 場所 量（ｍ
３
） 放射性物質濃度[Bq/L] 備考

40 キャスク保管建屋サブドレン ・キャスク保管建屋サブドレン 物揚場　西側 約15/ピット

Cs134：1.0E+1
Cs137：1.4E+1

Co-60：<6.0E-01
全γ放射能：2.4E+1

（2012.1.18）

41
ＳＰＴタンク（１～４号）（A）
（溶接タンク）

・ＳＰＴタンク（１～４号）（A）
（溶接タンク）

ＳＰＴ建屋
約2,800

(2015.3.25時点)

Cs134：8.0E+4
Cs137：1.6E+5
Co60：6.5E+2
(2013.8.27)

プラント保有水等を貯留

42 集中ラド周りサブドレン ・集中ラド周りサブドレン
主プロセス建屋等
各建屋周辺

約15/ピット
Cs134：
Cs137：

ND～4.1E0
ND～5.6E1
(2021.1.13)

ND
ND～5.5E1
(2021.2.17)

43 メガフロート ・メガフロート 港湾内
0

（2020.2.20）

No.5VOID
Cs134：ND
Cs137：2.7
Sr90：ND
H3：   ND

（2017.2.16）

水抜き完了

44 純水タンクNo.1 ・純水タンク 屋外（建屋エリア） 約850

Cs134：2.1
Cs137：7.2
全β：12.2
H-3：ND

（2015.5.29）

震災後、坂下ダム補給水
を貯留

45 5/6号機建屋滞留水 ・5/6号機建屋滞留水 ５～６号機
約5,500

（2020.12.10時点）

【5号機】
Cs134：
Cs137：
全β：
H3：

【6号機】
Cs134：
Cs137：
全β：
H3：

ND
ND
ND
ND

(2020.12.14)

ND
4.1E0
ND
ND

(2020.12.15)

ND
ND
ND
ND

(2021.1.18)

ND
2.4E0
ND
ND

(2021.1.19)

・1/2号排気筒ドレンサンプピット 1～4号機周辺
約0.3

※

※適宜溜まり水の移送を実施

Cs134：
Cs137：
全β：

4.2E5
9.8E6
8.6E6

(2020.12.25)

2019.10.12以降に水位低
下傾向が見られることを
確認。
(2019.11.27)

・3/4号排気筒ドレンサンプピット 1～4号機周辺 約2

Cs134：
Cs137：
全β：

9.5E1
1.8E3
2.3E3

(2020.12.23)

・5/6号排気筒ドレンサンプピット 5/6号機周辺
約7.6

(2020.3.12)

Cs134：ND
Cs137：2.0E1
全β：2.2E1
(2020.3.12)

・集中RW排気筒ドレンサンプピット 1～4号機周辺 約10

Cs134：ND
Cs137：2.2E2
全β：2.7E2
(2020.5.20)

47 固体廃棄物貯蔵庫（６～８号棟） 固体廃棄物貯蔵庫（６～８号棟）
固体廃棄物貯蔵庫
（６～８号棟）

約200

Cs-134：ND
Cs-137：5.3E+1
全β：4.8E+1
（2017.11.10）

48 ５，６号機海側屋外既設タンク ＳＰＴタンク（5～6号） 物揚場　北側

＜タンク＞
0

(2019.11.21)

＜雨仕舞＞
0

(2019.12.5)

＜ポンプ室＞
0

（2091.12.12）

－
水抜き完了

49 ５号Ｒ／Ｂ西側ヤードドラム缶 ステンレス製ドラム缶（内袋付）

５号Ｒ／Ｂ西側
ヤード
（水素ガストレー
ラーエリア）

約13

Cs134： ND
Cs137： 1.4E+1

Sr90：   ND
H-3：    ND

全β：   1.1E+01
Co60：  ND
(2019.5.29)

46 排気筒ドレンサンプピット

(5/5)



 ２０１９年度 トレンチ等内溜まり水調査結果一覧 【別紙1】

ボトル表面
線量率

（μSv/h） Ｃｓ-１３４ Ｃｓ-１３７ Ｃｓ計 全β Ｈ－３ 水量（m3）

１- １ 水処理建屋～１号機T/B連絡ダクト

１- ２ １号機薬品タンク連絡ダクト

１- ３ １号機放射性流体用配管ダクト あり 0.7 4.2E+02 6.9E+03 7.3E+03 3.4E+03 1.1E+03 Ｃ 15

１号機電源ケーブルトレンチ（OP+4.000）

１号機電源ケーブルトレンチ（OP+7.000） なし － － － － － － － －

１- ５ １号機予備電源ケーブルダクト

１- ６ １号機海水配管トレンチ あり※３ 0.5 ＜7.0E+00 6.2E+01 6.2E+01 9.3E+01 ＜1.1E+02 Ｃ 408

１- ７ １号機共通配管ダクト（北側）

１- ８ １号機共通配管ダクト（東側）

１- ９ １号機コントロールケーブルダクト あり 0.4 1.6E+01 1.9E+02 2.1E+02 2.2E+02 ＜1.1E+02 Ｃ 166

１- １０ １号機ホットシャワードレンタンク連絡ダクト －※１ － － － － － － － －

１- １１ １号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット

１- １２ ２～４号機DG連絡ダクト あり 0.7 1.1E+01 1.6E+02 1.7E+02 1.9E+02 ＜1.1E+02 Ｃ 1,592

１- １３ ２号機放射性流体用配管ダクト

１- １４ ２号機共通配管ダクト

１- １５ ２号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット

１- １６ ２～３号機非常用電源ケーブル連絡ダクト －※２ － － － － － － － －

１- １７ ２号機電源ケーブルトレンチ

１- １８ ２号機海水配管（ＳＷ）トレンチ

１- １９ ＮＯ．２軽油配管トレンチ なし － － － － － － － －

１- ２０ ２号機薬品タンク連絡ダクト

１- ２１ ３号機起動用変圧器ケーブルダクト －※４ － － － － － － － 832

１- ２２ ３号機放射性流体用配管ダクト

１- ２３ ３号機薬品タンク連絡ダクト －※２ － － － － － － － －

１- ２４ ３号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット

１- ２５ ３号機オフガス配管ダクト（北側） あり 0.7 ＜9.3E+00 2.5E+02 2.5E+02 2.8E+02 2.6E+02 Ｃ 5

１- ２６ ３号機オフガス配管ダクト（南側） あり 0.6 9.9E+01 1.7E+03 1.8E+03 2.0E+03 ＜1.1E+02 Ｃ 12

１- ２７ 重油配管トレンチ（３，４号機東側） なし － － － － － － － －

１- ２８ ３号機電源ケーブルトレンチ －※２ － － － － － － － －

１- ２９ ４号機放射性流体用配管ダクト あり 0.6 3.0E+01 5.0E+02 5.3E+02 6.7E+02 3.5E+03 Ｃ 1

１- ３０ ４号機薬品タンク連絡ダクト

１- ３１ ４号機海水配管(ＳＷ)トレンチ

１- ３２ ４号機ポンプ室循環水ポンプ吐出弁ピット

集中環境施設廃棄物系共通配管ダクト あり 2.1 2.9E+01 3.8E+02 4.1E+02 4.6E+02 ＜1.2E+02 Ｃ 46

１- ３４ 共用プール連絡ダクト

１- ３５ ４号機オフガス配管ダクト －※１ － － － － － － － －

１- ３６ ４号機共通配管ダクト

廃棄物処理建屋間連絡ダクト

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20151203

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（北側）_20151203

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20151208

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（北側）_20151208

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20151216

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20151222

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20151228

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20160106

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20160113

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20160120

廃棄物処理建屋間連絡ダクト（南側）_20160127

１- ３８ ４号機電源ケーブルトレンチ －※２ － － － － － － － －

１- ３９ ４号機海水配管トレンチ

１- ４０ 共用プール連絡ダクト

※１　高線量エリアのためアクセスができない箇所 計 3,077

※２　支障物により内部状況が確認できない箇所

※３　支障物，対策済み等により採取場所を変更した箇所

※４　凍土設備の凍結により溜まり水の状況が確認できない箇所

※５ 溜まり水区分　　Ａ：１０６Ｂｑ/Lレベル以上

 （Ｃｓ計濃度）　　B：１０５Ｂｑ/Lレベル

　　　　　　　　　　 Ｃ：１０４Ｂｑ/Lレベル以下

対 策 完 了　２０１６．８

溜まり水
の有無

核種分析結果（Ｂｑ/L） 溜まり水
の区分

※５

概算溜まり水量ＮＯ． 場所

今回調査　２０１９．１２月実施

対 策 完 了　２０１６．９

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

１- ４
対 策 完 了　２０１６．７

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

対 策 完 了　２０１６．６

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

対 策 完 了　２０１２．４

内部詳細点検は次回２０２１年度実施（１回／３年）

対 策 完 了　２０１５．１１

対 策 完 了　２０１３．２

１－３３

対 策 完 了　２０１６．１２

対 策 完 了　２０１５．１１

対 策 完 了　２０１６．１０

対 策 完 了　２０１６．１１

対 策 完 了　２０１９．１２

対 策 完 了　２０１２．５

対 策 完 了　２０１６．１２

対 策 完 了　２０１５．１２

１- ３７ 対 策 完 了　２０１７．７

対 策 完 了　２０１６．１２

添付資料（１）

t1238021
四角形



 ２０１８年度　トレンチ等内　溜まり水調査結果一覧 【別紙1-2】

・溜まり水調査結果一覧表　（滞留水がある建屋に接続されていないトレンチ）

ボトル表面
線量率

（μSv/h） Ｃｓ-１３４ Ｃｓ-１３７ Ｃｓ計 全β Ｈ－３ 水量（m3）

２- １ NO.1軽油配管トレンチ なし － － － － － － － －

２- ２ １～２号機ケーブルダクト なし － － － － － － － －

２- ３ 重油配管トレンチ（１号機PPゲート南側） －※２ － － － － － － － －

２- ４ １号機ボイラー室電気品室連絡トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ５ 1～4号機発電機注入用窒素ガスボンベ室連絡トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ６ 重油配管トレンチ（１号機東側） あり※２ － － － － － － － 6

２- ７ １号機主変圧器ケーブルダクト あり 1.8 1.5E+01 1.7E+02 1.9E+02 1.9E+02 <1.1E+02 Ｃ 505

２- ８ １号機起動用変圧器ケーブルダクト あり 1.4 7.5E+00 9.5E+01 1.0E+02 1.3E+02 1.2E+02 Ｃ 293

２- ９ １号機変圧器防災用トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- １０ １号機廃液サージタンク連絡ダクト なし － － － － － － － －

２- １１ １号機オフガス配管ダクト なし － － － － － － － －

２- １２ １号機活性炭ホールドアップダクト あり 1.3 2.3E+01 2.7E+02 3.0E+02 3.2E+02 <1.2E+02 Ｃ 172

２- １３ １～４号機共用所内ボイラトレンチ －※２ － － － － － － － －

２- １４ ２号機主変圧器ケーブルダクト あり 1.4 3.5E+00 5.8E+01 6.1E+01 7.6E+01 <1.2E+02 Ｃ 606

２- １５ ２号機変圧器防災用トレンチ あり 3.1 1.7E+01 1.6E+02 1.8E+02 7.2E+02 1.7E+03 Ｃ 1

２- １６ ２号機オフガス配管ダクト －※１ － － － － － － － －

２- １７ ２号機廃液サージタンク連絡ダクト －※２ － － － － － － － －

２- １８ ２～３号機共用所内ボイラトレンチ なし － － － － － － － －

２- １９ ２号機水素ガス配管トレンチ なし － － － － － － － －

２- ２０ 消火配管トレンチ（２～３号機Ｔ/B間） －※２ － － － － － － － －

２- ２１ 消火配管トレンチ（２号機T/B南西側） －※２ － － － － － － － －

２- ２２ 消火配管トレンチ（２号機R/B南側） －※２ － － － － － － － －

２- ２３ ３号機主変圧器ケーブルダクト あり 2.6 7.6E+00 1.1E+02 1.2E+02 1.9E+02 <1.2E+02 Ｃ 369

２- ２４ ３号機変圧器防災用トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ２５ ３号機防災用窒素配管トレンチ なし － － － － － － － －

２- ２６ ３～４号機重油配管トレンチ なし － － － － － － － －

２- ２７ ユーティリティ配管ダクト なし － － － － － － － －

２- ２８ ４号機海水配管（SW）埋設ダクト －※２ － － － － － － － －

２- ２９ ４号機主変圧器ケーブルダクト あり 1.0 4.5E+00 5.0E+01 5.5E+01 5.4E+01 <1.2E+02 Ｃ 828

２- ３０ ４号機変圧器防災用トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ３１ No４，５軽油配管トレンチ あり 1.2 1.2E+01 1.4E+02 1.6E+02 1.6E+02 <1.2E+02 Ｃ 19

２- ３２ ４号機西側電気関係連絡トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ３３ ４号機別棟機械室連絡トレンチ なし － － － － － － － －

２- ３４ 消火配管トレンチ（運用補助共用施設東側） －※２ － － － － － － － －

２- ３５ 消火配管トレンチ（ＳＰＴ建屋東側） なし － － － － － － － －

２- ３６ 消火配管トレンチ（ＳＰＴ建屋北側） あり 1.9 <1.5E+00 7.0E+00 7.0E+00 5.7E+01 1.9E+02 Ｃ 14

２- ３７ 消火配管トレンチ（重油タンク西側） なし － － － － － － － －

２- ３８ 消火配管トレンチ（２号機北西側） なし － － － － － － － －

２- ３９ 消火配管トレンチ（２号機西側） －※２ － － － － － － － －

２- ４０ 酸素・水素配管トレンチ －※２ － － － － － － － －

２- ４１ 消火配管トレンチ（２号機南西側） －※２ － － － － － － － －

２- ４２ 消火配管トレンチ（共用所内ボイラー建屋西側） －※２ － － － － － － － －

２- ４３ 消火配管トレンチ（３号機東側） なし － － － － － － － －

２- ４４ 消火配管トレンチ（３号機北側） －※２ － － － － － － － －

２- ４５ 消火配管トレンチ（３号機西側） －※２ － － － － － － － －

２- ４６ 消火配管トレンチ（３・４号機排気筒南側） －※２ － － － － － － － －

２- ４７ 消火配管トレンチ（４号機北西側） なし － － － － － － － －

２- ４８ 消火配管トレンチ（運用補助共用施設北側） －※２ － － － － － － － －

２- ４９ 消火配管トレンチ（４号機西側） －※２ － － － － － － － －

２- ５０ 消火配管トレンチ（４号機南西側） －※２ － － － － － － － －

２- ５１ 消火配管トレンチ（４号機南側） －※２ － － － － － － － －

２- ５２ 消火配管トレンチ（放水口北側） －※２ － － － － － － － －

２- ５３ 消火配管トレンチ（４号機東側） －※２ － － － － － － － －

１号機逆洗弁ピット あり 1.7 1.4E+03 1.7E+04 1.9E+04 2.0E+04 1.6E+02 Ｃ 298

２号機逆洗弁ピット あり 1.8 3.9E+01 5.0E+02 5.4E+02 5.8E+02 1.6E+02 Ｃ 822

３号機逆洗弁ピット あり 1.5 6.5E+02 7.5E+03 8.1E+03 8.8E+03 1.0E+03 Ｃ 828

４号機逆洗弁ピット あり 1.6 6.7E+01 8.2E+02 8.9E+02 1.0E+03 1.2E+02 Ｃ 1,344

１号機放水路 あり 1.8 2.0E+02 2.4E+03 2.6E+03 3.2E+03 2.0E+02 Ｃ 4,166

２号機放水路 あり 1.7 1.0E+02 1.1E+03 1.2E+03 1.7E+03 1.7E+02 Ｃ 3,577

３号機放水路 あり 1.8 4.2E+01 4.6E+02 5.1E+02 5.6E+02 1.9E+02 Ｃ 1,549

４号機放水路 あり 1.0 2.5E+00 2.1E+01 2.3E+01 1.8E+01 <1.2E+02 Ｃ 79

※１　高線量エリアのためアクセスができない箇所 計 15,476

※２　支障物により内部状況が確認できない箇所 　　　　　　　※８ 　溜まり水区分 Ａ：１０６Ｂｑ/Lレベル以上

※３　支障物，対策済み等により採取場所を変更した箇所 　　（Ｃｓ計濃度） B：１０５Ｂｑ/Lレベル

※４　前回の水位測定箇所に溜まり水が無いため、測定箇所を変更した箇所 Ｃ：１０４Ｂｑ/Lレベル以下

※５　トレンチ（ダクト）内全線に溜まり水があり、採水場所を２箇所から１箇所に変更した箇所

※６　一部対策済みにより溜まり水が無い箇所

※７　陸側遮水壁の影響により溜まり水の状況が確認できない箇所

２-追加７

２-追加８

２-追加１

２-追加２

２-追加３

２-追加４

２-追加５

２-追加６

ＮＯ． 場所

今回調査（2018.11～2019.1）

溜まり水
の有無

核種分析結果（Ｂｑ/L） 溜まり水
の区分

※８

概算溜まり水量

添付資料（２）
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東京電⼒ホールディングス株式会社

2021年2⽉25⽇

2⽉13⽇の地震対応状況について



【地震の状況】
・発⽣⽇時︓2⽉13⽇午後11時８分
・震源地︓福島県沖
・6号機加速度︓（⽔平）２３５．１ガル （垂直）１１６．５ガル
・⽴地町震度︓震度6弱（⼤熊町、双葉町）
・原⼦⼒警戒態勢発令時刻︓２⽉13⽇午後11時23分
【地震直後の発電所の状況】
・使⽤済燃料プール冷却設備、原⼦炉注⽔設備→継続
・窒素ガス分離設備運転→C号機に流量変動が⾒られたため、AC系運転からAB系運転に切替

(問題なく運転を継続中）
・⽔処理設備→⼿動停⽌、2/15までに滞留⽔移送設備、サブドレンは復旧済み
・第三セシウム吸着装置（ＳＡＲＲＹⅡ） →通信異常で停⽌、2/15復旧済み
・5号機使⽤済燃料プール、6号機使⽤済燃料プール、共⽤プール→溢⽔（スロッシング）確認
・モニタリングポスト、敷地境界及び構内ダストモニタ、構内線量率表⽰機→異常なし
・物揚場排⽔路モニタ→指⽰値が低下→サンプリングにより代替測定、通常値であることを確認

（2/14 午後1時26分）→復旧（2/14午前８時56分）
・免震重要棟1階南側渡り廊下⽕災警報発⽣（2/13午後11時8分）→事務本館１階の防⽕扉閉の

警報が発報したことを確認
・⼤型休憩所⽕災警報発⽣（2/13午後11時20分） →⽕災警報ではなく防⽕扉閉の警報が発報

したことを確認（現場確認のうえ防⽕扉を開き、警報リセットし復旧済み）

地震発⽣後の福島第⼀原⼦⼒発電所の状況について
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5/6号機FタンクエリアH3タンクフランジ下部からの漏えい
発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前5時00分頃
概要︓5カ所合計で鉛筆芯約1本分の漏えい、堰内にとどまっており、外部への影響はなし。

モニタリングポスト・敷地境界ダストモニタ・構内排⽔路モニタ・海⽔モニタに
有意な変動なし。貯留⽔は５／６号機滞留⽔及び淡⽔化装置の戻り⽔。

対応︓2⽉15⽇午前8時15分頃、当該漏えい部位より⽔位を
下げ、漏えい停⽌。今後、修理予定

分析結果（2021年1⽉15⽇採取分）
セシウム134︓2.3 Bq/L
セシウム137︓5.2×101 Bq/L
全ベータ ︓1.9×103 Bq/L

5/6号機FタンクエリアI7タンク上部フランジ部漏えい
発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午後4時50分頃（現場パトロール(区分Ⅱ））
概要︓FタンクエリアI7タンク上部フランジ部からの漏えい（1滴/3秒程度，直ちに受けを設置

し⽔溜まり無し）。⽔位を下げるため内包⽔を移送する系統を構成したところ午後7時
4分頃、移送系統から漏えい（3ｍ×4ｍ×1ｍｍ、1ｍ×1ｍ×10ｍｍ）
貯留⽔は５／６号機滞留⽔及び淡⽔化装置の戻り⽔。

対応︓系統構成を中⽌し移送系統からの漏えい停⽌（I7タンク
は継続中）、I7タンク・移送系統ともに受け設置済み、
漏えい⽔は回収済

分析結果（2021年1⽉6⽇採取分）︓セシウム134︓2.2 Bq/L
セシウム137︓4.9×101 Bq/L 全ベータ ︓2.4×103 Bq/L

漏えい箇所

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況
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5/6号機Fタンクエリアでフランジタンク歩廊落下
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前4時30分頃
・概要︓Fタンクエリア（J3,J4,J5,J6,I2,I3,I7,H4) 8基のフランジタンクで９カ所の歩廊が落下
・対応︓⽴ち⼊り制限を実施済み。ケガ⼈やタンク等の破損は無し。今後、修理予定。

溶接タンクエリア内の堰内の床⾯塗装の破損部周辺に⽔溜まりを確認
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前10時46分頃
・概要︓溶接タンクエリア（J9エリア、J2エリア）内の堰内の床⾯塗装の破損部周辺に⽔溜まり

があることを確認。
・対応︓J9エリアの溜まり⽔について分析を実施、⾬⽔と判断。
・分析︓塩分濃度0％、pH8、放射能濃度バックグラウンド（400〜600cpm）同等

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況
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滞留⽔移送ライン周辺の陥没
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前10時54分頃
・概要︓⾼温焼却炉建屋（HTI）へ向かう滞留⽔移送ラインの内、⾼温焼却建屋付近のライン周辺の地⾯が

陥没していることを確認。⽔漏れ等は現時点で確認されていない。
・対策︓滞留⽔移送ラインの系統を切り換えているため、運転に影響はない。また、今後、詳細に現場調査する

とともに、損傷等があった場合は、速やかに対策を講じていく。

⼤型メンテナンス建屋北側壁⾯パネルが落下
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇未明
・概要︓⼤型メンテナンス建屋北側壁⾯パネルが

落下しているのを確認、現地を⽴⼊制限
している。また、落下する可能性のある
ものは、仮固定を実施。（けが⼈なし）

・対応︓今後修理予定

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況

陥没箇所
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淡⽔化装置（RO－３）のフィルタ（UF－２－２）からの滴下（養⽣内）
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前10時18分
・概要︓主配管とドレン配管の融着部より２〜３滴／秒の滴下あり、ただし養⽣内に留まってい

る。漏えい⽔（約15リットル）の回収完了。環境への影響なし。
・対策︓主配管当該部の前後弁を閉操作実施。
・その他︓当該系統は４系統のうち２系統使⽤,２系統予備のためＲＯ－３の運転への⽀障はない。

4号機原⼦炉建屋天井クレーンから油滴下
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午前１時43分頃
・概要︓4号機原⼦炉建屋天井クレーンから油滴下を確認。

漏えい範囲は約40cm×30cm×1mm
と限定的であり環境への影響はなし。

・対応︓クレーンは休⽌中で拭き取りにて対応済み。
3⽉予定の定期点検にて確認予定。

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況

天井クレーン

（地震前撮影）

主配管当該部の前後弁を閉操作実施

液漏れ箇所

5



所内共通P/C（パワーセンター）３B電圧不⾜警報の誤発報
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午後3時頃
・概要︓不⾜電圧を検出する装置（GPT変圧器）が

地震により断路位置となったため誤動作
・対応︓2⽉16⽇、所内共通P/Cを停⽌し点検実施。

GPT変圧器を正常位置に戻し復旧済み。

⽡礫保管エリア⼀時保管施設でのコンテナ傾き及び転倒
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午後1時51分頃
・概要︓⽡礫保管エリア⼀時保管施設（AAエリア）の⽡礫コンテナの⼀部が

転倒及び傾き（転倒2箇所、12台程度、傾き数箇所、10列程度）
内容物は除染済みのフランジタンク⽚であり汚染やダストの⾶散なし。(2/16測定）
内容物の表⾯汚染密度＜1.0Bq/cm2 付近のダスト濃度＜1.7×10-５Bq/cm3

・対応︓現地に⽴⼊制限、今後修復予定

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況
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体表⾯汚染モニタ動作不能
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇未明
・概要︓⼊退域管理施設（3台）、免震重要棟（3台）、⾞両スクリーニング場（１台）の体表

⾯汚染モニタ動作不能（地震に伴い位置センサーのリセットが必要となったもの等）
・対応︓動作不能時は残りのモニタに加え⼿サーベイにより対応。⾞両スクリーニング場以外

は全台復旧済み（午後３時頃）。⾞両スクリーニング場の体表汚染モニタは２⽉１６
⽇復旧済み。

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況

免震重要棟（地震前撮影）
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5号機⻄側道路⻲裂
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午後２時40分頃
・概要︓5号機⻄側道路⻲裂を確認
・対応︓⾞両の通⾏に問題なし（必要に応じて補修）

協⼒企業棟外壁および天井パネル落下
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇未明
・概要︓協⼒企業棟外壁および天井パネルが落下しているのを確認し、現地を⽴⼊制限

している。（けが⼈なし）
・対応︓今後修理予定

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況
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⼤型休憩所8階給⽔管配管損傷
・発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇未明
・概要︓⼤型休憩所8階給⽔配管が損傷し⽔漏れが発⽣。配管が

損傷したため、給⽔ができなくなった。そのため、バル
ブを閉じることで、損傷箇所を切り離し仮復旧（午後０
時30分頃）した。（給⽔配管は右側）

・対応︓今後修理予定

現場パトロール（区分Ⅲ）の状況

9

タンク

堰内

最⼤5cm
ずれ確認

増設/⾼性能ALPSサンプルタンク・処理⽔タンクの位置ずれ
発⽣（確認時刻）︓2⽉14⽇午後1時00分頃
概要︓増設ALPSサンプルタンク1基（全3基），⾼性能ALPSサ

ンプルタンク2基（全3基）にタンクの位置ずれ（最⼤
5cm）を確認。⽬視点検により，タンク及び周辺配管
（PE管）に有意な変形がないこと及び漏えいがないこと
を確認。
処理⽔タンクについてもDエリア等においてタンクの位置
ずれを確認。同様に⽬視点検によりタンクに有意な変形
や漏えいが無いこと及び接続配管等に漏えいがないこと
を確認。

対応︓今後、サンプルタンクについては処理⽔移送時に運転圧
⼒における漏えい確認を実施予定。処理⽔タンクについ
ては、連結管の変異量を計測予定。



現場パトロール（区分Ⅲ）の状況

10

2⽉14⽇午後１時５１分 現場パトロール（区分Ⅲ）終了
午後２時００分 原⼦⼒警戒態勢（所在市町村で震度

６弱以上の地震発⽣）解除



2⽉16⽇以降判明した事項

11

①損傷箇所（継⼿の付け根が割れ） ②損傷箇所（固定部割れ）

• 概要 吸着槽(A-1)の損傷(2箇所)
とバッファタンクの配管接続部に
損傷を確認。地震により,吸着槽
(A-1)の下部固定部が割れたことに
より揺れが発⽣。揺れた吸着槽(A-
1)が隣接するバッファタンクの配
管接続部に接触し、配管接続部の
割れが発⽣。割れのある配管接続
部から窒素が漏れ、流量変動が起
きたものと推定。

• 対応 復旧対策については検討
中。今後修理予定

• 発⽣（確認期間）２⽉14⽇〜2⽉20⽇

窒素ガス分離装置Ｃ号機の流動変動について

裏側に割れ

※鏡を使⽤して撮影

A⽮視



2⽉13⽇
午後11時08分頃 地震発⽣
午後11時08分 免震棟１階南側渡り廊下で⽕災警報発⽣
午後11時10分頃 物揚場排⽔路モニタの指⽰値が低下。放射線を測定する⽔槽内に付着し

た放射性物質が地震の影響で剥がれ落ちたことから、計測値が下がった
ものと推定。なお、当該排⽔路、上流において漏えいが確認されていな
いこと及び、海⽔放射線モニタ（全βの指⽰値）に有意な変動はないこ

とから、環境への影響はなし。
午後11時20分 ⼤型休憩所で⽕災警報発⽣
午後11時23分 原⼦⼒警戒態勢発令
午後11時33分 滞留⽔移送設備、⽔処理設備の運転停⽌
午後11時55分 以下について確認

１〜６号機設備プラントパラメータ 異常なし
原⼦炉注⽔設備（１〜３号機） 運転継続
使⽤済燃料プール冷却設備（1,2,3,5,6号機※、共⽤プール） 運転継続
モニタリングポスト指⽰値 有意な変動なし
発電所敷地境界・構内ダストモニタ指⽰値 有意な変動なし
構内線量表⽰器指⽰値 有意な変動なし
海⽔放射線モニタ・構内排⽔路モニタ指⽰値 有意な変動なし

午後11時59分 双葉消防本部（⼀般回線）に連絡

【参考】主な時系列
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2⽉14⽇
午前0時07分 免震棟１階南側渡り廊下の⽕災警報発報について、現場確認の結果異常な

しを確認
午前0時55分 パトロールを開始（区分Ⅲ）
午前1時09分 １〜６号機設備、⽔処理設備、雑固体廃棄物焼却設備について、集中監視

室でパラメータ確認を実施し、異常なしを確認
午前1時10分 雑固体廃棄物焼却設備についてパトロール完了。異常なし確認
午前0時14分以降 構内ダストモニタ5箇所の指⽰値に若⼲の上昇を確認。当該ダストモニ

タの最⼤値は1.6×10-５Bq/cm3（３号機海側）であり、警報発⽣値
（⾼警報設定値︓5.0×10-５Bq/cm3）と⽐較して⼩さいこと及び通常
の変動範囲内であることを確認（通常の変動範囲内︓2×10-５Bq/cm3

〜5×10-6Bq/cm3）。なお、午前2時ごろに、概ね上昇前の指⽰値に
戻った。

午前1時36分 ⼤型休憩所の⽕災警報発⽣について、現場確認の結果、異常なしを確認
（地震加速度に反応したエレベータ制御盤があり警報⾳は出ていた）

午前2時8分頃 ５号機および６号機の原⼦炉建屋のパトロール終了。その際、５号機およ
び６号機の使⽤済燃料プール付近において、地震の揺れでプール⽔が溢⽔

したものと思われる⽔溜りを確認。溢⽔の継続はなく、外部への影響なし。
なお、原⼦炉建屋は、その他異常なし。

【参考】主な時系列
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＜5号機＞
場所︔原⼦炉建屋オペレーティングフロア 4箇所

4箇所とも、0.5m×0.3m×１mm （約600cc）
＜6号機＞

場所︔原⼦炉建屋オペレーティングフロア 4箇所
・２ｍ×0.5m×1mm
・１ｍ×0.5m×1mm
・0.1m×0.1m×1mm
・0.2m×0.1m×1mm （計約1,600cc）

午前2時24分 ５号機廃棄物処理建屋パトロール終了。異常なし確認
午前2時36分 ３・４号機中央制御室および３・４号機タービン建屋のパトロール終了。

異常なしを確認
午前３時07分 ６号機廃棄物処理建屋パトロール終了。異常なし確認
午前３時13分 処理⽔等貯蔵タンクまわりパトロール終了。異常なし確認
午前３時16分 ⽔処理設備パトロール終了。異常なし確認
午前３時17分 ５、６号機タービン建屋パトロール終了。異常なし確認
午前３時50分頃 運⽤補助共⽤施設パトロール完了

パトロールで、同施設内の使⽤済燃料プール付近において、地震の揺れ
でプール⽔が溢⽔したものと思われる⽔溜りを確認。溢⽔の継続はなく、
外部への影響なし。なお、運⽤補助共⽤施設は、その他異常なし。

【参考】主な時系列
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場所︔運⽤補助共⽤施設内使⽤済燃料プール
・６ｍ×0.1m×1mm （約600cc）

午前３時35分 モニタリングポスト 異常なし確認
午前３時47分 気象観測装置 異常なし確認
午前５時00分頃 ＦタンクエリアＨ３タンクフランジ下部から、⽔の漏えいを確認。タン

クの貯留⽔は、５、６号機建屋内地下に溜まっていた滞留⽔。漏えいし
た⽔は、堰内にとどまっており、外部への影響はない。
その後、連結弁を閉め、当該タンクを隔離したが、漏えいはタンク下部
フランジ5箇所から継続している。

午前6時45分頃までに、次の設備について、異常なしを確認
１〜４号機設備のうち、
・原⼦炉注⽔設備
・原⼦炉格納容器ガス管理設備
・窒素ガス封⼊設備（Ａ系、Ｂ系、⾮常⽤）
・使⽤済燃料プール冷却設備

午前10時46分頃 J９タンクエリアで⽔溜りがあることを確認。漏えい防⽌拡⼤を防ぐた
めに設置された堰の中に留まっており、外部への漏えいは確認されてい
ない。その後、⽔溜りの⽔を分析した結果、塩分濃度が0％、ｐＨが8、
放射能濃度がバックグラウンドと同等であることを確認。これにより、
当該⽔は、塗装⾯とコンクリート堰の間に染み込んでいた⾬⽔と判断。

【参考】主な時系列

15



午後１時01分 滞留⽔移送について設備に異常が無いことを確認したことから、1号機原⼦
炉建屋からプロセス主建屋への滞留⽔移送を再開。他の建屋についても、滞
留⽔移送を順次再開する。

午後1時26分 物揚場排⽔路の⽔を分析した結果、セシウム137で2.3Bq/L、全βで7.3Bq/L
であり、通常値であることを確認。

午後1時 51分 すべての「区分Ⅲ」パトロールが完了。モニタリングデータに有意な変動
がないことをあたらめて確認。なお、廃棄物関連施設のパトロールにおいて、
⽡礫保管エリア⼀時保管施設のコンテナの⼀部に傾きや転倒が確認されてい
るが、内容物の⾶散がないことを確認。

午後2時 00分 原⼦⼒警戒態勢（所在市町村で震度６弱以上の地震発⽣）を解除
午後2時 27分 運⽤補助共⽤施設の使⽤済燃料プール付近の⽔溜り拭き取り完了
午後3時 45分 ５号機及使⽤済燃料プール付近の⽔溜り拭き取り完了
午後4時 25分 ６号機及使⽤済燃料プール付近の⽔溜り拭き取り完了
午後4時 31分 午後4時31分頃、福島県沖を震源とする地震（マグニチュード5.2）が発⽣

しました。（双葉・⼤熊町︓震度4）
午後4時 50分 ＦタンクエリアＩ－7タンク上部フランジ部より3秒に1滴の漏えいを確認。漏

えいは堰内に留まっており、漏えい部には受けを設置済。
午後7時 4分 移送ラインの1か所から漏えいを確認したため、系統構成を中⽌。漏えいは

２か所に広がっており範囲は以下の通り（3ｍ×4ｍ×1ｍｍ、1ｍ×1ｍ×10ｍ
ｍ）。漏えいは堰内に留まっており、受けを設置済、漏えいの継続はなし。

【参考】主な時系列

16



午後7時 5分 サブドレンＮｏ.１及びＮｏ.５中継の２系統の復旧を完了。同時刻に現場に
異常がないことを確認。

2⽉15⽇
午前8時15分 ＦタンクエリアＨ３タンクからの漏えいについては、当該タンクからの⽔移

送を⾏い、漏えいは停⽌していることを確認。
午前8時25分 サブドレンの残り３系統（Ｎｏ.２、Ｎｏ．３、Ｎｏ.４中継）について、 復

旧を完了。同時刻に現場に異常がないことを確認。

【参考】主な時系列
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【参考】Fタンクエリアの概要

18

6号機 5号機

Ａタンク

Ｂタンク

Ｃタンク

Ｋタンク ひまわり用タンクH・Ｉ・Ｊタンク

総称して「Ｆタンクエリア」と呼ぶ。

Ｎタンク



福島第⼀・1号機および3号機
原⼦炉格納容器における⽔位低下について

2021年2⽉25⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社



概要

 原⼦炉格納容器⽔位，温度等のパラメータを監視していたところ，2021年2⽉18⽇，1号機の
原⼦炉格納容器⽔位計の指⽰値に低下を確認

 他のパラメータを確認・評価したところ，1号機は2⽉15⽇以降，3号機は2⽉17⽇以降，原⼦
炉格納容器温度計の⼀部に低下傾向が⾒られていたことなどから， 2021年2⽉19⽇， 1号機お
よび3号機において原⼦炉格納容器⽔位が低下傾向にあると判断

 その後，2⽉21⽇に，真空破壊ラインベローズ部の気相露出と想定される，1号機の原⼦炉格納
容器の圧⼒の低下を確認（これまでに実施した原⼦炉注⽔停⽌試験についても同様の事象が確
認されている）

 なお，原⼦炉圧⼒容器底部温度，原⼦炉格納容器ガス管理設備の希ガスモニタおよびダストモ
ニタ，敷地境界のモニタリングポストおよびダストモニタ，構内ダストモニタ，原⼦炉建屋⽔
位に有意な変動は確認されておらず，外部への影響はないものと判断

 また，2⽉13⽇の地震後の点検において，原⼦炉注⽔設備のパラメータおよび⽬視点検におい
ては異常は確認されておらず，原⼦炉への注⽔は適切に⾏われていることを確認

 原⼦炉格納容器⽔位低下の要因として，2⽉13⽇23時8分の地震による原⼦炉格納容器損傷部の
状況変化が考えられることから，引き続き，パラメータを注視して監視

 原⼦炉格納容器⽔位低下に対する今後の対応は，⽔位計L2を下回った時点で注⽔量増加（現在
約3.0m3/hを約4.0m3/hに増加， １，３号機で同様）させるとともに，注⽔量増加に伴う⽔処
理量などの⽔処理運⽤に対する短期・中⻑期の影響を評価していく

1



原⼦炉格納容器⽔位の低下傾向との判断に⾄った時系列

2

 2⽉18⽇ 午後11時頃
• 運転⽇誌の定時データ採取において，

1号機原⼦炉格納容器⽔位が「Ｌ３」から「Ｌ２」に低下したことを当直員が確認
• 1号機原⼦炉格納容器⽔位の変動に関連するパラメータを確認

 2⽉19⽇
• 1号機原⼦炉格納容器⽔位が「Ｌ３」から「Ｌ２」に低下したことについて所内共有
• 1号機原⼦炉格納容器の⽔位低下の可能性について，協議ならびに評価を実施し，

以下を確認

✔ 1号機の原⼦炉格納容器温度の⼀部が2⽉15⽇以降，低下傾向にあることを確認
✔ 3号機の原⼦炉格納容器温度の⼀部が2⽉17⽇以降，低下傾向にあること，

および原⼦炉格納容器⽔位が低下傾向にあることを確認

• 上記を総合的に評価し，午後5時頃，1号機および3号機の原⼦炉格納容器⽔位が低
下傾向にあるものと判断



1号機 原⼦炉格納容器温度計・⽔位計の設置⾼さ

3

設置⾼さの記載は標⾼で記載（T.P.）

2/13の地震前の水位

現在(2/25）の水位（推定
）



（参考）1号機 これまでのPCV漏洩箇所の推定状況（１/２）

4

Ｓ／Ｃ

真空破壊ラインベローズ

真空破壊ライン中央
（約TP.6494）

真空破壊ライン下端
（約TP.6242）

水位計接点L3
（約TP.6264）

温度計T2
（約TP.5964）

PCV水位の低下

漏洩箇所

 1号機では，これまでの調査により，真空破壊ライン
ベローズおよびサンドクッションドレン配管の破断
箇所から，漏洩が確認されている。

 真空破壊ラインベローズの設置⾼さについては，原
⼦炉注⽔停⽌試験時のD/W圧⼒の挙動から推定され
る漏洩箇所の⾼さと概ね合致。

（真空破壊ラインベローズ
漏えい状況︓2014年調査時）



（参考）1号機 これまでのPCV漏洩箇所の推定状況（２/２）

5

サンドクッション
ドレンライン

ＰＣＶ

Ｓ／Ｃ

真空破壊ライン

床ファンネル

サンド
クッション

滞留水水位約TP-1000
(2019年10月時点)

サンドクッションドレン管
（破断高さ※）

※ サンドクッションドレン管は８本あり，うち１本が気中で破断していることが確認されている。

床ファンネルへ

②
③

④

⑤
⑥ ⑦

⑧

① サンドクッション
ドレン管

サンドクッション
リングヘッダ

水面

漏洩箇所

トーラス室への流入（推定）

 サンドクッションドレン配管からの漏洩が確認されているのは，気中で破断している１
箇所のみであるが，他の７本についても，⽔中（たとえば床ファンネル付近）において，
PCVから漏洩している可能性がある。

PCV底部



1号機 原⼦炉格納容器⽔位
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2/18にL3からL2に低下

PCV⽔位 L3（接点式）

PCV⽔位 L2（接点式）



1号機 原⼦炉格納容器温度等
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2/15以降 T3温度が低下



1号機 原⼦炉格納容器圧⼒
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2/21 PCV圧⼒の低下を確認
（真空破壊ラインベローズ部の気相露出と想定）



1号機 原⼦炉格納容器圧⼒の低下について
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Ｓ／Ｃ

真空破壊ラインベローズ

真空破壊ライン中央
（約TP.6494）

真空破壊ライン下端
（約TP.6242）

水位計接点L3
（約TP.6264）

温度計T2
（約TP.5964）

PCV水位の低下

漏洩箇所

 ２⽉21⽇，１号機において原⼦炉格納容器圧⼒が低下し，⼤気圧とほぼ同等の微正圧
で推移

 通常，原⼦炉格納容器圧⼒は，酸素の混⼊防⽌の観点から，⼤気と同等以上で管理す
ることとしており，窒素封⼊量が原⼦炉格納容器ガス管理設備の排気流量を上回るよ
う管理

 原⼦炉格納容器圧⼒低下時の原⼦炉格納容器⽔位は，⽔位計接点L3と温度計T2の間に
あると想定してることから，真空破壊ラインべローズまで⽔位が低下したことにより，
原⼦炉格納容器内圧⼒が低下したものと推定。（原⼦炉注⽔停⽌試験についても同様
の事象が確認されている）

 なお，敷地境界のモニタリングポストおよびダストモニタ，構内ダストモニタに有意
な変動は確認されておらず，外部への影響はないものと判断



3号機 原⼦炉格納容器温度計・⽔位計の設置⾼さ

10

2/13の地震前の水位

現在(2/25）の水位（推定
）



（参考）３号機 これまでのPCV漏洩箇所の推定状況

11

 ３号機では，これまでの調査により，主蒸気配管の伸縮継⼿部から，漏洩が確認さ
れている。

主蒸気配管貫通部 拡⼤図
３号機 原⼦炉建屋 断⾯図

伸縮継⼿
PCV

⽣体遮へい壁

主蒸気配管

漏洩箇所

ペネ上部
（約TP.10767）

ペネ下部
（約TP.9700）

PCVペネ

PCVペネ

本図中の標⾼は旧OPで記載



3号機 原⼦炉格納容器温度等

12

2/17 以降 T3温度が低下



3号機 原⼦炉格納容器⽔位

13

（S/C圧力から水頭圧換算で計算した評価値）

PCV⽔位 L3（接点式）



(参考)1号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 ダストモニタ

14



(参考)1号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 Xe-135濃度

15



(参考)2号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 ダストモニタ

16

注） 検出限界未満のため，検出限界値をプロット



(参考)2号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 Xe-135濃度

17



(参考)3号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 ダストモニタ

18

注） 検出限界未満のため，検出限界値をプロット



(参考)3号機 原⼦炉格納容器ガス管理設備 Xe-135濃度

19



(参考)空間線量率（ＭＰ１〜８）

20



(参考)敷地境界付近ダストモニタ（ＭＰ１〜８）

21



(参考)構内ダストモニタ

22

放
射
能
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度
（
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/
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3
）



(参考)原⼦炉建屋滞留⽔⽔位
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東京電⼒ホールディングス株式会社

2⽉13⽇の地震によるタンクの滑動（ずれ）等発⽣状況と対応

2021年２⽉25⽇

※2021年3⽉1⽇ ⼀部修正
（Ｐ２，Ｐ４，Ｐ５）



１．経緯 1

 2021/2/13 地震発⽣
 2/14 福島第⼀原⼦⼒発電所の中低濃度タンク（1,074基）について、

パトロールを実施。
・全エリアタンクで漏えいが無い事を確認（公表）
・多核種除去設備(ALPS)のサンプルタンクや処理⽔タンクの滑動※

（ずれ）を確認。
※︓タンクは損傷防⽌の観点から、⼀定以上の⼒が加わった際に動くことで、

タンクに掛かる⼒を逃がすために、基礎に固定せず平置きとする設計。
 2/15 全タンクの滑動調査開始
 2/18 定例会⾒でタンクの滑動（ずれ）について発表

（発表内容）
○ALPSサンプルタンク３基において最⼤5cmの滑動（ずれ）を確認。
○他エリアのタンクでも滑動が確認され、詳細確認中。

 2/24 タンク滑動および連結管変位量（保護材除去前）調査完了
（本⽇（2/25）公表）



２．タンクエリア全体のタンク滑動、連結管変位状況

エリア
基数
（基）

タンク滑動

超過箇所

参考

メーカー推奨変位量(mm)

有無 基数(基)
最大滑動量

(mm)
偏心 伸び 縮み

Ｂ 37 有 6 50 0
100 100 100

100 40 60

Ｄ 41 有 13 190 8 150 50 50

Ｈ１ 63 有 7 30 0 200 200 200

Ｈ４Ｓ 51 有 1 40 0 150 50 50

Ｈ４Ｎ 35 有 13 90 0 200 200 200

Ｊ４ 35 有 3 30 0 曲げ半径2000ｍｍ以上

Ｊ５ 35 有 7 30 0 曲げ半径2000ｍｍ以上

サンプルタンク 10 有 3 50 － － － －

その他 767 無 0 － － － － －

合計 1074 53

2

（概要）
 全タンクを調査した結果、53基のタンクで滑動が確認され、最⼤19cmの滑動量を確認。
 特にDエリアにおいて⼤きな滑動を確認した。当該エリアはRO淡⽔、ストロンチウム処理⽔および濃縮廃

液を貯留するタンクであるが、連結管を開運⽤しているRO淡⽔、ストロンチウム処理⽔タンクの滑動が顕
著であった。

 Dエリアにて、保護材除去前の点検でメーカ推奨変位量を超過する連結管を8箇所確認。
（連結管偏⼼︓２本、伸び︓4本、縮み︓3本を確認（1本は偏⼼、伸びを同⼀の管に確認））

その他６エリアにおいても、メーカ推奨変位量以下のタンク滑動を確認。
 現在、Dエリアにおいて、連結管の保護材（板⾦・保温）を外した詳細点検を実施中であり、変位量やメー

カ推奨変位量超過箇所の数については今後増減する可能性有り。

※⻘字箇所追記・訂正



３．タンクエリア全体のタンク滑動、連結管変位状況マップ 3



4４．Ｄエリアタンク滑動状況

RO淡⽔

Ｓｒ処理⽔

濃縮廃液

〇︓メーカ推奨変位量
超過箇所

○：メーカ推奨変位量超過
箇所追加分

〇〇

〇

〇
〇

滑動が確認されたタンク

〇

〇

〇



5５．Ｄエリア連結管変位量調査結果

※ 連結管の保護材（板⾦・保温）を外した詳細点検中であり、今後増減する可能性有

＊赤字がメーカ推奨変位量超過

No. 連結管 偏心量
連結管長さ
測定値

No. 連結管 偏心量
連結管長さ
測定値

1 A1-A2 0 1090 24 C4-D5 0 1075
2 A2-A3 0 1110 25 C5-C6 15 1095
3 A3-A4 0 1100 26 C6-D7 10 1075
4 A4-A5 0 1110 27 C7-C8 80 1210
5 A4-A7 0 1110 28 D1-D2 280 1130
6 A5-A6 20 1105 29 D1-E1 70 1060
7 A5-B8 0 1100 30 D2-D3 220 1160
8 A6-A7 0 1110 31 D3-E9 10 1120
9 A6-B7 0 1100 32 D4-D5 15 1110

10 B1-B2 0 1090 33 D4-D8 0 1120
11 B1-C8 0 1110 34 D5-D6 10 1095
12 B2-B3 120 1140 35 D6-D7 10 1100
13 B3-B4 30 1190 36 D8-D9 40 1020
14 B4-B5 45 1075 37 E1-E2 0 1120
15 B4-C7 20 1010 38 E2-E3 0 1090
16 B6-B7 0 1085 39 E3-E4 0 1100
17 C1-C2 30 1020 40 E3-E9 10 1095
18 C1-C8 0 1090 41 E4-E5 0 1100
19 C1-D9 30 1120 42 E5-E6 0 1075
20 C2-C3 10 1190 43 E6-E7 0 1095
21 C3-C4 10 1100 44 E7-E8 10 1110
22 C3-C7 100 1120 45 E8-E9 10 1090
23 C4-C5 0 1120 150 1040～1140

Ｄエリア連結管変位量調査

メーカ推奨変位量(mm)
※⻘字箇所追加



６．対応状況 6

Dエリアのタンクの状況
 2/24に詳細な点検作業のため、Dエリアの全タンクの連結弁を「閉」とし、運⽤を⼀
時的に停⽌。

 同⽇、Dエリアには、ALPS処理⽔の運⽤に必要なタンク（RO淡⽔タンク、ストロン
チウム処理⽔タンク）があるため、その運⽤に問題がないことを確認するまでALPS設
備等の運転も⼀時的に停⽌。

 翌2/25午後から、ALPS設備等の運転は、タンクの運⽤を変更することで、安全性を
確認して、再開予定。
 RO淡⽔タンク︓Dエリアの影響がないと確認できたタンクのみを限定的に活⽤
 ストロンチウム処理⽔タンク︓滑動の発⽣していないH8エリアにあるタンクを活⽤

上記以外の処理⽔タンクの状況
 ALPS処理⽔タンク
 2/13の地震以前から、満⽔後は連結弁を「閉」とする運⽤をしている
（現在も⼤半のタンク連結弁は閉じている）。

 地震発⽣時に受け⼊れ中のタンクは、G４南・G1エリアのタンクであったが、
今回は滑動は発⽣していない。

今後の対応
 今回変位が確認された連結管については、準備が整い次第、交換を進めていく。
 今後、敷地内で得られた地震計のデータも踏まえながら、地震対策の必要性や地震
発⽣時の対応⼿順の⾒直し、部品の在庫確保等について再検討していく。



（参考）Ｄエリア連結管、タンクの状況写真 7

連結管（Ｄ１－Ｄ２間）
（堰内は少量の⾬⽔が滞留）

Ｄ１
タンク

Ｄ２
タンク

偏⼼︓
280mm

タンク滑動および防⽔塗装
（ポリウレア）損傷（Ｄ２タンク）

（堰内は少量の⾬⽔が滞留）

滑動量︓
190mm

連結管仕様 メーカ推奨変位量※ 偏⼼︓150ｍｍ 伸び縮み︓±50ｍｍ
※︓安定的に機能を発揮できる範囲の⽬安。上記変位量を超えても直ちに破断・破損は⽣じない。



（参考）Dエリアタンク群の役割と今後の運転
RO処理⽔（淡⽔）タンク （役割）炉注⽔⽤のRO処理⽔（淡⽔）タンクとして使⽤

（今後の運転）同様な機能を持つタンク群無し
D-D,E群については、使⽤継続※

※滑動が確認されたタンクは運⽤から切り離し、滑動が確認されていないタンクのみを限定的に活⽤して運⽤。

ストロンチウム処理⽔タンク （役割）多核種除去設備（ALPS）で処理する前のバッファタンク
（RO濃縮⽔） （今後の運転）同様な機能を持つH8-A群タンクにて運⽤

D-B,C群については、使⽤を休⽌（代替策検討中）

濃縮廃液タンク （役割）震災直後に濃縮塩⽔を蒸発濃縮装置にて分離
した濃縮廃液を貯留

ALPS

D-B1
〜5

既設
RO

D-C

D-E

D-D

H8-A

CSTへ（炉注）

ALPS処理⽔
タンクへ

SPTより 淡⽔

濃縮⽔

Dエリアタンク群

8

D-A D-B6
〜8

Dエリアタンク群

濃縮廃液貯槽



東京電⼒ホールディングス株式会社

3号機原⼦炉建屋の地震観測について

2021年2⽉25⽇



1

経緯と今後の対応（1/2）

○これまで１〜４号機原⼦炉建屋については、損傷状況を反映した耐震安全性評価を⾏い、基
準地震動Ssに対して⼗分な耐震安全性を有していることを確認している。

〇⼀⽅で、原⼦炉建屋については、建屋の⻑期健全性を確認していく必要があり、地震観測記
録の分析により建屋全体の経年変化の傾向把握に活⽤できないか検討することを⽬的に、３
号機原⼦炉建屋1階及び、５階オペレーティングフロアに各１台の地震計を設置し、2020年
４⽉１⽇より試験運⽤を開始した。

【3号機原⼦炉建屋への地震計試験設置に⾄る経緯】

〇運⽤開始後、2020年6⽉までは問題なく地震記録が取得できており、建屋全体の劣化傾向分析
への活⽤⽅法の検討を開始したが、7⽉3⽇に１階レベル（北⻄側構台下の屋外）に設置した地
震計が⼤⾬の影響により⾬カバーを設置していたものの⽔没し故障に⾄った。

〇当該地震計については、現場詳細調査の上、再発防⽌として⼀旦基礎を新設せず取り付け箇所
を少し⾼い位置に変更して暫定復旧し、その後に基礎を新設して嵩上げして本復旧する計画を
⽴案した。（10⽉）

〇こうした中、10⽉13⽇にもう１台の地震計（オペフロレベルに設置）の波形にノイズや⽋測
が確認されるようになったことから、原因調査を開始した。

〇ノイズ原因不明のまま交換しても再発する可能性があると考えたため、⽔没した地震計につ
いても、原因究明を⾏った後に復旧する⽅針に変更した。（2020年11⽉）

【地震計故障および福島県沖地震発⽣までの経緯】



２

〇ノイズが⽣じた地震計について詳細調査を実施した結果、基板に不具合があることを確認し、
放射線による影響の可能性について過去の試験データと⽐較等の検討開始した。（2021
年1〜2⽉）

〇2021年2⽉、原因究明は⻑期化する可能性が⾼いと判断し、データ継続取得の観点から２台
とも新品に交換する計画として準備を開始していたところ、２⽉13⽇の地震が発⽣した。

〇3⽉中に当該地震計を復旧し観測再開する予定。また、基礎新設（嵩上げ）等により⾬⽔によ
る故障の再発防⽌対策を⾏うと共に、予備品を確保して故障に備えていく。

○今後、3号機地震計の試運⽤結果を踏まえ、1、2号機へ地震計設置の拡⼤を検討していく。

○なお、福島第⼀原⼦⼒発電所では、５号機及び６号機の基礎版の地震計の観測結果から、
2021年2⽉13⽇に発⽣した福島県沖地震は基準地震動Ssを超えないものであることを確認し
ている。

【今後の対応等】

経緯と今後の対応（2/2）



３

３号機原⼦炉建屋への地震計の試験設置の⽬的

 これまでに原⼦炉建屋については、損傷状況を反映した耐震安全性評価において、基準
地震動Ssに対して⼗分な耐震安全性を有していることを確認。⼀⽅で、原⼦炉建屋につ
いては、建屋の⻑期健全性を確認していく必要があり、地震観測記録の分析により建屋
全体の経年変化の傾向把握に活⽤できないか検討することとした。

 対象は、⽔素爆発による損傷が⼤きく、建屋全体の経年変化の傾向把握が必要であり、
かつオペフロにもアクセス可能な３号機を選定し、試験的に設置。

 ⾼線量環境で通常の地震計設置が困難なため、無線式の簡易な地震計を設置。
 試験観測により、観測データ活⽤の有効性、放射線劣化や耐候性の観点等で観測が問題

なく⾏えるかを確認した上で他号機への⽔平展開を検討する。

（参考）6号機の既設地震計３号機に試験設置した簡易地震計※
（1階レベル）

※ソーラーパネル電源・無線通信によりスタンドアローンで作動するタイプを採⽤。



4

 3号機原⼦炉建屋「１階レベル」「オペフロレベル」に1台ずつ計2台の地震計を設置。

3号機地震計の設置状況 断⾯

①１階レベル
（北⻄側構台下）

⻄側（⼭側）
地震計

3号機原⼦炉建屋

東側（海側）

▼G.L.

②オペフロレベル
（南⻄側カバー下）

地震計設置位置



5

福島第⼀原⼦⼒発電所における観測⽤地震計 配置

 ６号機の基礎版の地震計は発電所の運⽤（関係各所への連絡・公表、地震後の区分に応じた点検）に
利⽤しており、最⼤加速度を速やかにお知らせしている。

 ５,6号機にある他の地震計についてはバックアップとして⽤いるほか、各種分析⽤に利⽤している。
６号機基礎版の地震計が点検中の場合は、5号機の基礎版の地震計を代替で運⽤に使⽤することとし、
観測値を速やかにお知らせすることになる。

 ⾃由地盤系の地震計については、基準地震動の策定等に利⽤するため観測を⾏っている。

最⼤加速度値（⽔平、垂直）をお知らせ済み※

役割
R/B

(基礎版)
バックアップとして運⽤に利
⽤

R/B
(中間階)

建屋の振動特性分析（６号機
との相対⽐較）に利⽤

R/B
(基礎版)

運⽤に利⽤

R/B
(中間階)
(最上階)
各1箇所

建屋の振動特性分析に利⽤

南地点
基準地震動策定に利⽤し，今
後⼤きな地震が発⽣した場合
に妥当性検証に利⽤

北地点
基準地震動策定の補助として
利⽤

5号機建屋

6号機建屋

観測点

自由地盤系

原
⼦
炉
建
屋

⾃
由
地
盤
系

※



6

（参考）2.13 福島県沖地震 福島第⼀原⼦⼒発電所における観測記録

６号機基礎版上の地震計の最⼤加速度値（⽔平、垂直）についてはお知らせ済み
本資料におけるO.P.表記は震災前の「旧O.P.表記」を指す。T.P.表記に換算する際は，震災後の地盤沈下量(-709mm)と
O.P.からT.P.への読替値(-727mm)を⽤いて，下式に基づき換算する。
(換算式) T.P. = 旧O.P. -1,436mm

※
※

観測箇所 観測位置 観測点名
観測された最⼤加速度値（単位︓Gal）
NS⽅向 EW⽅向 UD⽅向

５号機
原⼦炉建屋

２階 5-R1 277 246 187
地下１階(基礎版上) 5-R2 172 213 181

６号機
原⼦炉建屋

６階 P10 324 323 179
２階 P8 203 231 133

地下２階(基礎版上)
6-R2 163 230 109
P3 164 235 109
P5 157 206 117

⾃由地盤系
南地点

O.P.+32.9m GS1 262 
O.P. -5.0m GS2
O.P. -100m GS3 156 200 105 
O.P. -200m GS4 174 198 95 
O.P. -300m GS5 164 167 106 

⾃由地盤系
北地点

O.P.+12.2m GN1 404 436 182
O.P. -5.0m GN2
O.P. -100m GN3 156 173
O.P. -200m GN4 158 148 86
O.P. -300m GN5 164 182 87

※
※

原
⼦
炉
建
屋

⾃
由
地
盤
系

別紙「福島第⼀原⼦⼒発電所における2021年2⽉13⽇福島県沖の地震の観測記録」より抜粋
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（参考）福島第⼀原⼦⼒発電所における観測⽤地震計 断⾯イメージ

：地震計 （自由地盤系）

：地震計 （原子炉建屋）

自由地盤系
南地点

▼解放基盤表面
（Vs=700m/s相当）

▼2階

▼6階

▼基礎版上
地表

-5ｍ

-100ｍ

-200ｍ

-300ｍ

自由地盤系
北地点

（標高O.P.）
地表

-5ｍ

-100ｍ

-200ｍ

-300ｍ

南北

キープラン

A

A′

A-A’断面概念図

（標高O.P.）

６号機 原子炉建屋

本資料におけるO.P.表記は震災前の「旧O.P.表記」を指す。T.P.
表記に換算する際は，震災後の地盤沈下量(-709mm)とO.P.から
T.P.への読替値(-727mm)を⽤いて，下式に基づき換算する。
(換算式) T.P. = 旧O.P. -1,436mm
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5・6号機原⼦炉建屋基礎版上（最地下階）
・原⼦炉建屋基礎版上の最⼤加速度値︓235ガル（6号機、東⻄⽅向）
・基準地震動Ss※を下回る揺れであったことを確認

（参考）福島第⼀原⼦⼒発電所における地震観測記録の確認状況

原⼦炉建屋
基礎版上

今回の地震の観測記録の
最⼤加速度値(ガル)

基準地震動Ssに対する
最⼤応答加速度値(ガル)※

南北⽅向 東⻄⽅向 上下⽅向 南北⽅向 東⻄⽅向 上下⽅向

5号機 172 213 181 452 452 427 

6号機 164 235 117 445 448 415 

※「発電原⼦炉施設に関する耐震設計審査指針（2006年改訂）」
に基づく耐震安全性の評価で算定した基準地震動Ss-1〜3に対
する建屋の揺れの最⼤加速度値。
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① 5・6号機では、原⼦炉建屋基礎版上の観
測記録と既往の解析結果から、今回の地震
の揺れ＜ 基準地震動Ssの関係を確認

（参考）3号機に対する今回の地震による影響検討について

② -200m*の地中の観測記録から、北地点
（5・6号機側）と南地点（1〜4号機
側）で、今回の地震の揺れが⼤きく変わ
るものでないことを確認

①②より，3号機においても、今回の地震の揺れ＜ 基準地震動Ssの関係が推定
される。
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図① 基礎版上における加速度応答スペクトル 図② ⾃由地盤系の速度応答スペクトル

*福島第⼀の解放基盤レベル近傍の観測点

※別紙「福島第⼀原⼦⼒発電所における2021年2⽉13⽇福島県沖の地震の観測記録」より抜粋した図に追記

※ ※



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島第一原子力発電所における 

2021 年 2 月 13 日福島県沖の地震の観測記録 

 本資料中における O.P.表記は震災前の「旧 O.P 表記」を指す。 

 T.P.表記に換算する際は，震災後の地盤沈下量(-709mm)と O.P.から 

 T.P.への読替値(-727mm)を用いて，下式に基づき換算する。 

  ＜換算式＞ T.P.=旧 O.P.-1,436mm 

別紙
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図１ 福島第一原子力発電所における地震観測点の配置 
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タービン建屋

EW

GL +1

図２ 地震計配置図（５号機原子炉建屋） 
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図３ 地震計配置図（６号機原子炉建屋） 
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図４ 自由地盤系南地点地震観測点の地盤概要 
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図５ 自由地盤系北地点地震観測点の地盤概要
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表１ 各建屋及び敷地地盤で得られた観測記録の最大加速度値 

       

観測箇所 観測位置 観測点名 
観測された最大加速度値（単位：Gal） 

NS 方向 EW 方向 UD 方向 

５号機 

原子炉建屋 

２階 5-R1 277 246 187 

地下１階(基礎版上) 5-R2 172 213 181 

６号機 

原子炉建屋 

６階 P10 324 323 179 

２階 P8 203 231 133 

地下２階(基礎版上) 

6-R2 163 230 109 

P3 164 235 109 

P5 157 206 117 

自由地盤系 

南地点 

O.P.+32.9m GS1   262  

O.P. -5.0m GS2    

O.P. -100m GS3 156  200  105  

O.P. -200m GS4 174  198  95  

O.P. -300m GS5 164 167 106  

自由地盤系 

北地点 

O.P.+12.2m GN1 404 436 182 

O.P. -5.0m GN2    

O.P. -100m GN3 156 173  

O.P. -200m GN4 158 148 86 

O.P. -300m GN5 164 182 87 

※1) 観測を中止した成分は斜線で示している。 
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図６ ５号機原子炉建屋２階の加速度時刻歴波形 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，5-R1 観測点]  

EW 方向 
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NS 方向 
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図７ ５号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，5-R2 観測点] 
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図８ ６号機原子炉建屋６階の加速度時刻歴波形 

 [2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P10 観測点] 
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図９ ６号機原子炉建屋２階の加速度時刻歴波形 

 [2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P8 観測点] 
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図 10 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，6-R2 観測点] 
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図 11 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

 [2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P3 観測点] 
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図 12 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

 [2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P5 観測点] 
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（a）GS3 観測点（O.P.-100m） 
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（b）GS4 観測点（O.P.-200m） 
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（c）GS5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 13 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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（a）GS3 観測点（O.P.-100m） 
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（b）GS4 観測点（O.P.-200m） 
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（c）GS5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 14 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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（a）GS1 観測点（O.P.+32.9m） 
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（b）GS3 観測点（O.P.-100m） 
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（c）GS4 観測点（O.P.-200m） 
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（d）GS5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 15 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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（a）GN1 観測点（O.P.+12.2m） 
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（b）GN3 観測点（O.P.-100m） 
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（c）GN4 観測点（O.P.-200m） 
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（d）GN5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 16 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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（a）GN1 観測点（O.P.+12.2m） 

0 50 100 150
-500
-250

0
250
500

時間(秒)

加
速

度
(G

al
)

173

 

（b）GN3 観測点（O.P.-100m） 
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（c）GN4 観測点（O.P.-200m） 
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（d）GN5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 17 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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（b）GN4 観測点（O.P.-200m） 
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（c）GN5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 18 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震]
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図 19 ５号機原子炉建屋２階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，5-R1 観測点]  
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図 20 ５号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，5-R2 観測点]  
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図 21 ６号機原子炉建屋６階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P10 観測点] 
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図 22 ６号機原子炉建屋２階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震，P8 観測点] 
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図 23 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震]  

6-R2 観測点 
P3 観測点 
P5 観測点 
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図 24 自由地盤系南地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 

GS1 観測点（O.P.+32.9m） 
GS3 観測点（O.P. -100m） 
GS4 観測点（O.P. -200m） 
GS5 観測点（O.P. -300m） 
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図 25 自由地盤系北地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2021 年 2 月 13 日 23 時 07 分 福島県沖の地震] 
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